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生涯学習スポーツ振興課 

 
議案第１０５号、１０６号、１０７号 指定管理者の指定について 

（港区立運動場、港区スポーツセンター及び港区立氷川武道場） 

 

１ 施設名称等 

No. 施設名称 所在地 

１ 港区立麻布運動場 港区南麻布五丁目６番３３号 

２ 港区立青山運動場 港区南青山二丁目２１番１２号 

３ 港区立芝浦中央公園運動場 港区港南一丁目４番１号 

４ 港区立芝給水所公園運動場 港区芝公園三丁目６番７号 

５ 港区立埠頭少年野球場 港区海岸三丁目１４番３４号 

６ 港区立芝公園多目的運動場 港区芝公園二丁目７番２号 

７ 港区立芝浦南ふ頭公園運動広場 港区海岸三丁目３３番２０号 

８ 港区スポーツセンター 港区芝浦一丁目１６番１号 

９ 港区立氷川武道場 港区赤坂六丁目６番１４号 

 

２ 事業者選定の経過 

  港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会を設置し、優良な候補者を１事

業者選考した後、港区指定管理者選定委員会の審議を経て決定しました。 

応募事業者は１事業者でした。 

 

（１）港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会委員 

 委員氏名 役   職 

委 員 長 小笠原  悦子 
順天堂大学大学院 

スポーツ健康科学研究科教授 

副委員長 

星川 邦昭 

（令和５年３月３１日まで） 
港区教育委員会事務局教育推進部長 

長谷川 浩義 

（令和５年４月１日から） 

委  員 秋吉  遼子 東海大学体育学部講師 

委  員 水上  博司 日本大学文理学部体育学科教授 

委  員 師岡 文男 上智大学名誉教授 

令和５年９月１４日 資料№９  
区 民 文 教 常 任 委 員 会 
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委  員 

増田 裕士        

（令和５年３月３１日まで） 
港区芝浦港南地区総合支所管理課長 

金田 耕治郎        

（令和５年４月１日から） 

委  員 

小笹 美由紀        

（令和５年３月３１日まで） 
港区保健福祉支援部障害者福祉課長 

宮本 裕介        

（令和５年４月１日から） 

 

（２）選考委員会の開催状況 

回数 開催年月日 審議内容 

第１回 令和５年２月１日（水） 

委員の委嘱について 

候補者の選考方法について 

公募要項について 

選考基準について 

第２回 令和５年６月１４日（水） 

応募事業者の財務状況等について 

第一次審査（書類審査） 

第二次審査の方法について 

第３回 令和５年６月２８日（水） 

第二次審査（プレゼンテーション及び

ヒアリング） 

候補者の決定について 

 

（３）港区指定管理者選定委員会 

   令和５年７月３１日（月）に開催された令和５年度第２回港区指定管理者選定

委員会において、港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会で選考された

事業者が、指定管理者候補者として選定されました。 

 

 

３ 選定された事業者 

名称 
ピーウォッシュ・アシックススポーツファシリティー

ズ・東急コミュニティー共同事業体 

代表団体 

名 称 株式会社ピーウォッシュ 

代表者 代表取締役 漆原 雅明 

所在地 東京都豊島区長崎五丁目１番２３号 
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構成団体 

名 称 アシックススポーツファシリティーズ株式会社 

代表者 代表取締役 原田 聡 

所在地 兵庫県神戸市中央区港島中町七丁目１番１号 

構成団体 

名 称 株式会社東急コミュニティー 

代表者 代表取締役 木村 昌平 

所在地 東京都世田谷区用賀四丁目１０番１号 

 

４ 指定期間 

  令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで（５年間） 

 

５ 選定の理由 

（１）共同事業者を組織する各構成団体の企業規模を活かした組織体制、職員の欠員

リスクに対するバックアップ体制が構築されており、専門性を有する人材の確

保や手段、職員研修の実施内容も具体的に示されているため、安定的な管理運

営が可能です。 

（２）地震・防災等、危機管理について、「危機管理基本マニュアル」に沿った緊急

対応マニュアル・フローが整備されています。特にスポーツセンターにおいて

は、区民避難所を開設した場合の管理運営体制や関連施設との連携体制・指揮

命令系統について、明確になっている点が高く評価できます。 

（３）効率的で質の高いサービスの提供では、２５か国語対応の有酸素マシンや、リ

ハビリにも活用できる機器の導入、ＹｏｕＴｕｂｅを使ったオンライン配信の

取組など、国籍や年代を問わず、誰もが気軽に利用できる提案内容が盛り込ま

れており、レベルの高い提案として評価できます。 

（４）障害者スポーツの環境づくりと理解の促進について、構成団体の強みを最大限

に活かし、トップアスリートやパラスポーツ選手などを招いての講演会やイベ

ント開催等の提案は、実現性が高く、障害者スポーツへの理解促進につながる

取組であり、評価できます。 

（５）ＩＣＴ等による先端技術を活用したスポーツ活動の推進への取組について、各

種情報発信・情報提供に関する考え方と具体的な提案がなされ、港区内の民間

企業と連携したｅスポーツイベントの実施など、多様な実績がある点も評価で

きます。 

 

６ 今後の予定 

令和６年４月１日  指定管理者による管理運営の開始 
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はじめに 

 

 本報告書は、港区立スポーツ施設の指定管理者候補者を選考するにあたり、「港区立スポ

ーツ施設指定管理者候補者選考委員会」における審査の経過及び結果について報告するもの

です。 

港区立スポーツ施設とは、港区立運動場、港区スポーツセンター及び港区立氷川武道場の

９施設を指す総称で、各施設間の相互連携やスポーツ情報の共有化を効率的かつ効果的に行

うために、共通した指定管理者がこれらの施設を一括で施設運営しています。 

 これは、港区が定めた「港区指定管理者制度運用指針」において、民間事業者等が持つノ

ウハウやアイディア、専門性などを活用することにより、多様化する区民ニーズへの柔軟か

つ迅速な対応や効率的で効果的な区民サービスの提供が可能となる施設については、積極的

に指定管理者制度の導入を進めるとしており、この指針を推進して展開するためです。 

「港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会」は、このような視点を踏まえた上で、

港区立スポーツ施設の設置目的を達成し、各施設や応募事業者のポテンシャルを最大限に活

かし、効率的・効果的に区民サービスを提供することができる候補者の選考を行いました。 

審査にあたっては、常に厳正さと公正さを確保するとともに、委員会として委員の総意の

下に結論を導き出すよう努めました。 

 

港区立スポーツ施設指定管理者候補者への応募は、１事業者のみであったため、複数の事

業者からの提案を比較できないことから、評価は難しい面もありましたが、当該応募事業者

からのいずれの提案も、現状の課題を的確に捉え、かつ、将来を見据えた大変優れた提案で

あったため、指定管理者を公募した目的が十分達成されたものと大変喜ばしく感じています。 

選ばれた事業者には、港区立スポーツ施設の各条例に定める目的の達成に向け、指定管理

者として十二分に力を発揮されることを強く期待します。 

 

 

令和５年６月２８日 

 

 

港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会 

委員長 小笠原 悦 子  
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 Ⅰ 選考した指定管理者候補者について 

 

１ 指定管理者候補者 

【共同事業者名】ピーウォッシュ・アシックススポーツファシリティーズ・東急コ

ミュニティー共同事業体 

代表団体 

名 称：株式会社ピーウォッシュ 

代表者：代表取締役 漆原 雅明 

所在地：東京都豊島区長崎五丁目１番２３号  

構成団体 

名 称：アシックススポーツファシリティーズ株式会社 

代表者：代表取締役 原田 聡 

所在地：兵庫県神戸市中央区港島中町七丁目１番１号 

構成団体 

名 称：株式会社東急コミュニティー 

代表者：代表取締役 木村 昌平 

所在地：東京都世田谷区用賀四丁目１０番１号 

 

２ 対象施設 

施設の名称 所在地 

港区立麻布運動場 港区南麻布五丁目６番３３号 

港区立青山運動場 港区南青山二丁目２１番１２号 

港区立芝浦中央公園運動場 港区港南一丁目４番１号 

港区立芝給水所公園運動場 港区芝公園三丁目６番７号 

港区立埠頭少年野球場 港区海岸三丁目１４番３４号 

港区立芝公園多目的運動場 港区芝公園二丁目７番２号 

港区立芝浦南ふ頭公園運動広場 港区海岸三丁目３３番２０号 

港区スポーツセンター 港区芝浦一丁目１６番１号 

港区立氷川武道場 港区赤坂六丁目６番１４号 

 

３ 指定期間  令和６年４月１日～令和１１年３月３１日（５年間） 

 

４ 選考の理由 

（１）共同事業者を組織する各構成団体の企業規模を活かした組織体制、職員の欠員リスク

に対するバックアップ体制が構築されており、専門性を有する人材の確保や手段、職

員研修の実施内容も具体的に示されているため、安定的な管理運営が可能です。 

（２）地震・防災等、危機管理について、「危機管理基本マニュアル」に沿った緊急対応マ
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ニュアル・フローが整備されています。特にスポーツセンターにおいては、区民避難

所を開設した場合の管理運営体制や関連施設との連携体制・指揮命令系統について、

明確になっている点が高く評価できます。 

（３）効率的で質の高いサービスの提供では、２５か国語対応の有酸素マシンや、リハビリ

にも活用できる機器の導入、ＹｏｕＴｕｂｅを使ったオンライン配信の取組など、国

籍や年代を問わず、誰もが気軽に利用できる提案内容が盛り込まれており、レベルの

高い提案として評価できます。 

（４）障害者スポーツの環境づくりと理解の促進について、構成団体の強みを最大限に活か

し、トップアスリートやパラスポーツ選手などを招いての講演会やイベント開催等の

提案は、実現性が高く、障害者スポーツへの理解促進につながる取組であり、評価で

きます。 

（５）ＩＣＴ等による先端技術を活用したスポーツ活動の推進への取組について、各種情報

発信・情報提供に関する考え方と具体的な提案がなされ、港区内の民間企業と連携し

たｅスポーツイベントの実施など、多様な実績がある点も評価できます。 
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Ⅱ 選考経過について 

 

１ 選考の方法  

(１) 第一次審査 

応募事業者から提出された申請書類及び計画書類について、財務関係書類、基本的

事項の適格審査、計画書類に対する評価をもとに総合的な審査を行い、第一次審査通

過者として選考しました。 

(２) 第二次審査 

第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション及びヒアリングを行い、（第一次審

査と第二次審査を合わせた）総合評価により指定管理者候補者を選考しました。 

 

２ 選考委員会の構成 
 

委 員 長 小笠原 悦子 
順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究

科教授 

副委員長 

星川 邦昭        

（令和５年３月３１日まで） 
港区教育委員会事務局教育推進部長 

長谷川 浩義        

（令和５年４月１日から） 

委  員 秋吉 遼子 東海大学体育学部講師 

委  員 水上 博司 日本大学文理学部体育学科教授 

委  員 師岡 文男 上智大学名誉教授 

委  員 

増田 裕士        

（令和５年３月３１日まで） 
港区芝浦港南地区総合支所管理課長 

金田 耕治郎        

（令和５年４月１日から） 

委  員 

小笹 美由紀        

（令和５年３月３１日まで） 
港区保健福祉支援部障害者福祉課長 

宮本 裕介        

（令和５年４月１日から） 

 

３ 公認会計士  

坂本  亮 坂本亮公認会計士事務所 
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４ 選考の進め方 

応募書類提出（申請書・財務諸表・管理運営計画書等） 

 

 

 

 

 

 

 

＜第一次審査＞ 
 

１ 全事業者の財務状況の調査・分析を行い、可（安定的に経営基盤を有している）

若しくは不可（安定的に経営基盤を有していない）で評価します。 

２ 全事業者の資金計画の調査・分析を行い、Ａ（特に優れている）～Ｅ（劣ってい

る）までの５段階に評価します。 

３ 事業者ごとに、選考基準の各項目に対応した配点に基づき、各選考委員が書類審

査を行い、採点します。 

４ 公認会計士等による財務状況分析に基づく評価と、各選考委員による書類審査の

合計得点により総合的な審査を行い、得点率６０％以上の事業者を第一次審査通過

者とします。 

 

 

＜第二次審査＞ 
 

１ 第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション（事業者１０分程度）及びヒア

リング（事業者３０分程度）を行います。 

２ 全てのプレゼンテーションとヒアリングが終了した後、各選考委員による審査項

目を中心とした評価を行い、採点します。 

３ 第一次審査と第二次審査の点数を合計し、指定管理者候補者を選考します。 

公認会計士による財務状況等の調査・分析を行い、財務状

況評価は可若しくは不可、資金計画評価はＡ～Ｅの５段階

で評価します。 

選考委員による書類審査 

プレゼンテーション及びヒアリング、計画書等の総合評価 
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５ 選考委員会等の開催状況及び経過 

(１) 第１回選考委員会 

日 時  令和５年２月１日（水）１３時～１４時 

場 所  Teams によるオンライン会議 

議 題  委員の委嘱について 

候補者の選考方法について 

          公募要項について 

          選考基準について 

 

(２) 公募手続き 

ア 公募要項説明会      令和５年３月６日（月） 

イ 現地見学会            ３月６日（月）～３月８日（水） 

ウ 申請受付（第一次提出）     ２月２０日（月）～５月１２日（金） 

エ 質問書受付            ２月２０日（月）～３月１０日（金） 

オ 質問への回答          ３月１３日（月）～３月２３日（木） 

カ 計画書類等受付（第二次提出）  ２月２０日（月）～５月２６日（金） 

 

(３) 第２回選考委員会(第一次審査) 

日 時  令和５年６月１４日（水）１７時～１９時 

場 所  Teams によるオンライン会議 

議 題  応募事業者の財務状況等について 

         第一次審査（書類審査） 

          第二次審査の方法について 

 

(４) 第３回選考委員会（第二次審査） 

日 時  令和５年６月２８日（水）１８時～２０時 

場 所  港区役所 ９階研修室 

議 題  第二次審査（プレゼンテーション及びヒアリング） 

         候補者の決定について 

 

Ⅲ 選考対象者について 
 

No 事業者名称 所在地 

１ 

ピーウォッシュ・アシックススポーツファ

シリティーズ・東急コミュニティー共同事

業体 

東京都豊島区長崎五丁目１番２３号  
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Ⅳ 選考結果について 

 

１ 第一次審査 

(１) 財務状況分析等について  

    公認会計士による財務状況調査分析等報告書に基づき説明がありました。 

ア 財務状況評価 

各法人より提出された財務諸表（決算報告）を基に、財務規模、収益性、安全性に

ついて、数値及び比率分析等により、安定的に継続して指定管理業務を行うことがで

きるか否かを、可若しくは不可の絶対評価を行いました。 

   イ 資金計画評価 

法人より提出された資金計画書を基に、資金・収支計画の正確性、安全性、収支見

込の妥当性、運転資金調達の確実性、事業計画との整合性、経費見積もりの妥当性な

どについて数値及び比率分析により、Ａ～Ｅの５段階総合評価を行いました。 

 

(２) 選考基準表に基づく採点  

選考委員ごとの評価した点数を合計し、全委員の採点した点数の合計による選考を実施

しました。 
 
 

順

位 
事業者の名称 

財務状況 

評価 

資金計画 

評価 

合計点数 

(1,400 点満点) 

１ 

ピーウォッシュ・アシックススポーツファシリティ

ーズ・東急コミュニティー共同事業体 

Ａ １，０９０ 
 株式会社ピーウォッシュ 可 

 アシックススポーツファシリティ

ーズ株式会社 
可 

 株式会社東急コミュニティー 可 

※ 財務状況評価基準  

可（安定的に経営基盤を有している）、不可（安定的に経営基盤を有していない） 

※ 資金計画評価基準 

 Ａ：特に優れている、Ｂ：優れている、Ｃ：普通、Ｄ：やや劣っている、Ｅ：劣っている 
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(３) 選考経過 

各委員が各候補者の提案内容の評価について意見交換を行いました。 
 

事業者の名称 委員の意見 

ピーウォッシュ・ア

シックススポーツフ

ァシリティーズ・東

急コミュニティー共

同事業体 

・全体を通して施設運営に関する考え方、スポーツ施設の設

置基準及び設置目的を十分に踏まえた優れた提案である。 

・職員確保・育成に対する考え方は、専門性を有する人材の確

保や手段がしっかり示されている。 

・危機管理への取組や施設内で唯一の区民避難所の管理運営

体制については、区が定める危機管理マニュアルに沿った

緊急マニュアルが整備されている点と防災センターや介護

予防総合センター「ラクっちゃ」、男女平等参画センター「リ

ーブラ」等と横展開ができる点が、強みであり高く評価で

きる。 

・ＩＣＴ等による先端技術を活用したスポーツ活動の推進に

ついて、各種情報発信・情報提供に関する考え方と具体的

な提案がなされ、多様な実績がある点が評価できる。 

・障害者スポーツの環境づくりと理解促進に関する提案は、

障害者本人の参加はもちろんだが、普及活動やボランティ

ア団体活動を支えるなど、幅広い観点で具体的な提案であ

る点が評価できる。 

・効率的で質の高いサービスの提供では、それぞれの流行も

取り込まれ、全体として非常によく書かれた内容であり、

質の高い港区への提案としてふさわしいものである。 
 

   以上の点を総合的に勘案した結果、応募事業者を第一次審査通過者としました。 

 

２ 第二次審査 

(１) プレゼンテーション及びヒアリング 

第一次審査通過１事業者が１０分のプレゼンテーションを行った後、管理運営計画

書及びプレゼンテーションの内容に基づき３０分のヒアリングを行い、選考基準により

審査しました。 

 

(２)採点結果 

選考委員ごとの評価した点数を合計し、全委員の採点した点数の合計と第一次審査の

合計点を合算した総合点数をもとに順位付けしました。 

13



- 9 - 

 

順位 事業者の名称 
総合点数 

(2,100 点満点) 

第一次審査点数 

(1,400 点満点) 

第二次審査点数 

（700 点満点） 

１ 

ピーウォッシュ・アシ

ックススポーツファシ

リティーズ・東急コミ

ュニティー共同事業体 

１，５９０ １，０９０ ５００ 

 

(３) 選考経過 

各委員が第一次審査通過者の管理運営計画書及びプレゼンテーションの内容の評価

について意見交換を行いました。 

 

事業者の名称 委員の意見 

ピーウォッシュ・ア

シックススポーツフ

ァシリティーズ・東

急コミュニティー共

同事業体 

・トップアスリートを存分に活用できることは、港区ならで

はの質の高い、実現性のあるサービス提供の提案であり、

魅力的なものである。 

・施設運営の考え方において「する・みる・支える」といった

区の計画や数値目標をこの時点で設定した提案となってい

ることは高く評価できる。 

・事業計画の実現性や実績、共同事業体３者の体制、また責任

者設定や業務フローの明確さが良かった。 

・全体を通して SDGs や区の計画・施策を踏まえた提案になっ

ている。 

・事業への意欲においては、現状に甘んじていないというこ

とが、強く感じられた。 

 

Ⅴ 最終選考結果について 

 

 最終選考結果 

  選考基準に基づき、「ピーウォッシュ・アシックススポーツファシリティーズ・東急コミュ

ニティー共同事業体」は、総合的に高く評価されました。選考委員会の総意として、「ピー

ウォッシュ・アシックススポーツファシリティーズ・東急コミュニティー共同事業体」を港区

立スポーツ施設指定管理者候補者として選考します。 
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会  議  名 第１回港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時      令和５年２月１日（水曜）午後１時～午後２時 

開 催 場 所      Ｔｅａｍｓによるオンライン会議 

委   員      

出席者 ７人 

小笠原委員、秋吉委員、水上委員、師岡委員、星川委員、 

増田委員、小笹委員 

事 務 局      

教育推進部教育長室長 佐藤 

教育長室教育総務係長 本城 

教育長室教育総務係員 刀坂 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課長 竹村 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ振興係長 須川 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ振興係員 本間 

会 議 次 第      

１ 開会・挨拶 

２ 委員委嘱 

３ 委員紹介 

４ 委員長選出 

５ 議題 

議題１ 公募要項（案）について 

議題２ 第１次及び第２次審査基準(案)について 

６ 今後のスケジュール 

７ 閉会 

配 付 資 料 

資料１ 港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会設置要綱 

資料２ 委員名簿 

資料３ 公募要項（案） 

資料４ 公募要項【様式集】 

資料５ 業務基準書一式 

資料６ 指定管理者候補者選考基準 第一次審査採点表(案) 

資料７ 指定管理者候補者選考基準 第二次審査採点表(案) 

資料８ 指定管理者候補者の選考方法(案) 

資料９ 今後のスケジュール 

主要な意見等 

 

 

１ 開会 

 （教育委員会事務局教育推進部長による開会の挨拶） 

【会議録】 
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事務局 

 

Ｃ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

Ｆ委員 

 

 

事務局 

 

 

Ｃ委員 

 

事務局 

 

Ｃ委員 

 

 

事務局 

 

２ 委員委嘱 

 （事務局から委嘱状の送付等について説明） 

 

３ 委員の紹介 

 （各委員の自己紹介） 

 

４ 委員長選出 

  

委員長は要項第５条第２項の規定により委員の互選で選出します。 

 

小笠原委員を推薦します。 

 

（委員一同、異議なし） 

 

副委員長は要項第５条第３項の規定により教育委員会事務局教育推進

部長となります。 

 

５ 議題 

  議題１ 公募要項（案）について 

  議題２ 第１次及び第２次審査基準(案)について 

 

ただいまの説明につきまして、ご意見・ご質問はありますか。 

 

資料６第１次審査選考基準の中で、省エネに関する評価項目があれば教

えてください。 

 

資料６の２管理運営体制（５）環境に配慮した施設運営の取組の項目と

して省エネの視点を入れております。 

 

説明会で来られた事業者からの質問内容は、事前に委員へお伝えいただ

けるということでよろしいか。 

１次審査をしていただく応募書類と一緒にお送りいたします。 

 

資料６第１次審査選考基準の一番右にコメント欄があるが、委員が記載

した内容は応募した候補者に意見として伝えられるのでしょうか。 

 

応募者に伝えるものではなく、最終的な報告書の中で決め手になったキ
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Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

ーワードとして参考にさせていただきます。 

港区は多様な国籍を持った方が居住しているので、ダイバーシティへの

配慮が必要だと考えます。また、教員の働き方改革により、部活動は地

域に移行する方向であるため、運動したい子どもたちの受け皿として、

区立の拠点的な施設が果たす使命が大事になってくると思います。その

ような点を配慮して点数が高くなっていることも大事だと思います。 

ＩＣＴの活用で新しさが出てくることが必要と考えます。各事業者か

ら、どのように提案が盛り込まれるか注視したいと思います。 

 

非常に重要な指摘をしてくださったと思います。選考委員が審査をする

ときの共通認識でまとめさせていただくと有難いと思います。 

 

Ｃ委員にご指摘いただいた多様性の問題は非常に大事で、国の第３期ス

ポーツ基本計画の中でも、多様な人達がスポーツを楽しめるような環境

をつくることを重点項目としています。採点表の３（５）障害者スポー

ツの環境づくりとありますが、障害者だけではなく港区は外国人人口も

多いので、多世代の人達や、部活動の地域移行となったときの様々な年

齢層、国籍の多様な人への配慮を、項目として挙げておく必要があると

思います。 

あと、港区内に本社や営業所があることで優遇されるようなことがあれ

ば教えてください。 

 

多様性の部分は港区ならではのスポーツ施設の運営ができるようにと

いう意識を持ちながら、提案を受けたいと思っております。 

部活動に関しては、区立小中学校で外部指導員を取り入れていくような

話があることから、ユーススポーツへの配慮という課題はありますけれ

ども、スポーツセンターが担う役割の部分と学校が担う役割の部分と並

行して、スポーツ文化という意味でどういった運営ができるか意識を共

有したいと思っております。 

区内事業者については、資料６の４（１）区内中小事業者や区民雇用と

して、区と寄り添った経営をしているところに関して配点をするような

仕組みとなっております。 

 

資料６の１（１）類似施設の運営実績について、事務局の採点基準が設

けられていますが、これは今までの指定管理者の代表団体の経験がある

ことに限らず、共同事業体の構成団体であったことの実績もカウントす

るということでしょうか。 

 

17



4 
 

※委員長における質疑や講評等に関する発言について、「委員」として表記しています。 

事務局 

 

 

Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

Ｂ委員 

 

 

委員長 

共同事業体の構成団体としての実績も1つの事業者としての実績という

捉え方をしており、経験値があるという意味でカウントにしています。 

 

ＰＦＩとか他の形でも経験値としてカウントするということでしょう

か。 

 

経験値として捉えたいと思っております。 

 

ありがとうございます。あと、私も多様性の部分が気になっておりまし

た。 

 

その他、ご意見等がなければ、公募要項、第１次審査表、第２次審査表

について、他に修正事項がなければ原案のとおりとさせていただきま

す。 

 

６ 今後のスケジュール 

 

７ 閉会 
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会  議  名 第２回港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時      令和５年６月１４日（水）午後５時～午後７時 

開 催 場 所      Ｔｅａｍｓによるオンライン会議 

委   員      

出席者 ６人 

小笠原委員、水上委員、師岡委員、長谷川委員、金田委員、宮本委員 

欠席者 １人 秋吉委員 

事 務 局      

教育推進部生涯学習スポーツ振興課長 竹村 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ振興係長 須川 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ環境整備担当係長 西 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ振興係員 本間・池田 

そ の 他 坂本亮公認会計士事務所  坂本 亮 公認会計士 

会 議 次 第      

１ 開会・挨拶 

２ 議題 

（１）応募事業者財務状況分析と資金計画分析について 

（２）第１次審査採点表集計結果について 

（３）第１次審査通過団体の決定について 

３ 第２次審査について 

４ 今後のスケジュール 

５ 閉会 

配 付 資 料 

次第 

資料１ 財務状況等分析報告書 

資料２ 資金計画分析報告書 

資料３ 第１次審査結果表集計表 

資料４ 第２次審査選考基準・採点表 

資料５ 第２次審査の選考方法について 

資料６ 委員名簿 

資料７ 第１回港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会会議録 

参考資料 公募要項 

応募書類一式 

会議の結果及び主要な発言 

（発言者） 

 

 

１ 開会・委員の紹介 

（事務局の進行により開会） 

（事務局から委員の変更について説明） 

【会議録】 
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公認会計士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

Ｅ委員 

 

 

公認会計士 

 

 

 

２ 議題 

  議題１ 応募事業者財務状況分析と資金計画分析について 

（１） 財務状況等分析結果 

Ａ事業者 可否判断 

共同事業体 

Ａ-１事業者 可 

Ａ-２事業者 可 

Ａ-３事業者 可 

（２）資金計画分析結果 

事業者 総合評価 

Ａ事業者 Ａ 

財務状況分析結果は３者とも「可」です。 

Ａ-３事業者は、純資産規模が大変大きく非常に優れた財務状況でしたので高く評

価しています。Ａ-１事業者は、Ａ-３事業者と比較すると見劣りするように見えま

すが、一般的な水準からすると非常に安定的な財務状況であり、収益性も高いで

す。 

一方、Ａ-２事業者は、純資産がマイナスになっているため、債務超過といわれる

状況で直近の経営利益がマイナス３億円あり、評価は「可」ぎりぎりの評価となっ

ています。一般的な企業であれば非常に厳しい状況ですが、親会社がＡ-１事業者

に匹敵するような財務基盤があるうえに１００％子会社でもあるため、指定管理

期間中は、安定的な運転資金の調達が可能という念書も提出されていることから、

保証はある程度されていると考えますが、財務状況については注意が必要です。 

 

共同事業体での資金計画を評価しました。総合評価は特に優れている「Ａ」です。 

①資金・収支計画の正確性、安全性や②収支見込み妥当性、③運転資金調達の確立

性については特段問題ありません。④事業計画の整合性は過去実績等を踏まえて

大きな不整合等は見受けられず、⑥人件費は一般的な水準から比べても金額単価

等で不合理はありません。⑤経費見積もりの妥当性については問題がある訳では

ありませんが、留意事項を記載しました。 

 

ただいまの報告について、ご意見・ご質問はありますか。 

 

資金収支計画の「その他経費」の算出方法について、これまでの実績と比較すると

高くなっており、全体経費に対する割合が２０％近くなっているが、一般的に順当

な比率なのでしょうか。 

構成団体も含み、運営事業者の人件費やその他の経費というものが入っていると

いう認識です。運営方法やどのような施設かによっても割合は変わりますが、「そ

の他経費」に入る割合は、概ね相対経費に関して私がみる範囲では、多くて１０％

位までとなっていることが多いです。「その他経費」の部分が不当かどうかの判断
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Ａ委員 

公認会計士 

Ａ委員 

 

公認会計士 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

公認会計士 

 

Ｇ委員 

 

 

公認会計士 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

委員長 

は難しいですが、印象としては少し高めです。本部経費については、積上げで算出

してもらうことがあっても良いと考えます。 

本部人員に係る人件費等が乗っかっていると考えていいでしょうか。 

おっしゃる通りです。 

「その他経費」の積算方法がパーセンテージであるため、わかりにくいので応募事

業者から我々が納得できる説明が必要であるということでよろしいしょうか 

おっしゃる通りです。その説明を求めた方がよろしいのではないでしょうか。 

細かくお話しますと、特に本部人件費を「その他経費」へ計上するにあたって具体

的な金額を積み上げるのではなく、本部で掛かる管理費を会社全体の管理費比率

の実績から算定したパーセンテージを指定管理施設の人件費に掛けるという計算

方法で算出しています。計算方法が不合理であるとまでは言い切ることはできま

せんし、事務の都合上ある程度の概算で出さざるを得ないということも理解でき

るものの、結果として「その他経費」の割合が大きいということも考えると見積金

額が妥当であるということについてもう少し説明があっても良いと感じたという

ことです。 

決して不自然なことではありませんが、その説明を委員が納得いく形で回答が得

られれば良いということですね。 

はい。事業者からの説明が納得でき合理性もあるのであれば、事業者として実際に

掛かるべき費用と考えているということです。 

資金収支計画でスポーツセンターなどは、直近実績金額を下回った金額による提

案となっている部分があります。この経費や積み上げ方が妥当であるという補足

はありますか。 

おっしゃる通りで、特に人件費に関しては金額が全体的に直近実績よりもやや下

がり気味の提案となっています。計算間違いや常勤職員数が極端に減っている訳

でもありませんので、恐らく直近はコロナが明けて急に人が必要になり、突発的に

費用がかかったといった事情があったのかもしれません。提案は公募要項に記載

されている金額水準に近しくなっているが、この人員できちんと運営できるかを

ヒアリングで確認するのは、非常に有用であると思います。 

資金収支計画の金額についての妥当性については、検討した方がいい気がします。 

 

ほかに質問はありますか。 

（意見なし） 

（公認会計士、退室） 

 

財務状況分析と資金計画分析の評価を決定してよろしいでしょうか。 

（委員一同、異議なし） 

財務分析等の評価を決定します。 

議題２ 第１次審査採点表集計結果について 
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事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

Ｃ委員 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

 

 

Ｅ委員 

事務局から類似施設の管理運営実績及び施設長予定者の勤務実績の評価について

説明してください。 

応募事業者Ａについて類似施設の管理運営実績が２２施設でしたので５点、施設

長予定者の勤務実績は勤務通算年数が２２年あり、施設長としては１３年半実績

がありましたので５点としました。 

第１次審査集計結果については、委員７人の合計点が１，０９０点となりました。 

 

事務局採点について、何かご意見はありますか。 

（委員一同、質問なし） 

各委員から講評をお願いします。 

 

全体を通して高得点を付けています。概ね審査条件、評価基準に合う提案で、フォ

ローアップもされていると思います。１点、職員の健康管理に関して日常的にチェ

ックする体制を整えていただくため、項番２（２）職員の確保・育成に対する考え

方をマイナスしました。 

項番３（４）の多様な人々に対してもスポーツ機会の提供や（５）障害者スポーツ

の環境づくりと理解の促進に対する具体的な提案は、かなり努力されているので

高得点を付けました。また（１０）区内にある色々な人材あるいは団体とも連携し

ながら非常に幅広い目線を持っていること、（１２）ＩＣＴ等による先端技術の活

用も具体的な提案がされていたので満点としました。（８）「みる」スポーツについ

てはメジャーなスポーツだけでなく、地域ローカルなものへの視点や色々な形で

見るという視野を広く持っていただきたいので４点としました。 

全体を通して施設運営に関する考え方、スポーツ施設の設置基準等を十分に踏ま

えた提案でした。項番２（７）利用者の安全管理は、事故発生時の体制についてき

ちんとマニュアルが整備されて指示系統も明確になっていること、救命救急の研

修も実施する計画にもなっていることから十分な体制が確保できると感じていま

す。（８）組織として対応する体制ができています。項番３については、高齢者、

障害者、国籍を問わず、誰でも施設が利用できるように配慮がなされています。

（３）利用者拡大（４）子供や働き世代などが参加しやすいプログラムの提供は、

現状や課題を踏まえた上での提案がされています。全体として区のスポーツ振興

施策を踏まえた提案であり、各構成団体の強みを活かして施設を安定的に運営で

きるのではないかと感じています。 

基本的に充実した提案だと思います。利用者の特性などをよく熟知した自主的な

提案であると思い、「優れている」の４点としました。障害者本人の参加はもちろ

んですが、普及活動や担い手を支えるなど幅広い観点で具体的な提案がありよか

ったこと、項番３（４）子育てや産後ママ、働きざかり世代という社会課題にもよ

く対応した充実した提案だと思います。 

全体的に優れた提案だと受け止めています。項番２（２）職員確保・育成に対する
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Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

Ｃ委員 

 

 

 

Ｄ委員 

 

Ａ委員 

Ｂ委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

考え方は、専門性を有する人材の確保や手段（どう育成していくか）がしっかり明

示されていました。（４）個人情報、（５）環境配慮においては具体的な提案がされ

ていました。項番３（３）新規利用者拡大のための具体的な提案がされています。

（１２）情報発信の視点は不足しているように感じたことからマイナスにしてい

ます。（１４）資金収支計画については、人件費が比較的抑え気味になっている一

方で、本部経費の比率が高いということ。このことはいかがなものかと感じていま

す。 

項番２「管理運営体制」（６）地震・防災等、危機管理への取組や区民避難所の管

理運営体制及び運営支援に関する基本的な考え方については、すでに区が定める

危機管理マニュアルに沿った緊急対応マニュアルが整備されている点と他施設と

横展開ができる点は強みであるため１０点と高く評価しました。また、項番３（１

２）ＩＣＴ等による先端技術を活用したスポーツ活動の推進、各種情報発信・情報

提供に関する考え方と具体的な提案については、多様な実績がある点が評価に値

すると思い８点の評価をしました。 

指定管理者制度をよく存じている事業者が出してきたという印象です。書き方、入

れ方、刺さる言葉、見せ方が抑えられて、きちんと作られた内容になっていると感

じています、項番３についても全て網羅されていて、それぞれの流行も取り込まれ

ており全体として非常によく書かれた内容であり、非常にレベルの高い港区への

提案になっていると感じ取っています。 

 

項番３（５）障害者スポーツの環境づくりと理解の促進に対する具体的な提案につ

いて３段階の差がありますので、各委員から評価をお願いします。 

環境条件は充分に整備されていると思います。多様な障害者全てに対応するとな

ると施設支援や人的資源をフルに展開する必要があり、相当な資源を施設に投入

しなければならないと思いますので、現状の条件を促進してほしいということで

評価しました。 

現状を考えて実現可能と考えると、できる限りの計画は記されているという認識

ですので４点としています。 

全ての点を網羅していることを普通と捉えており大きな評価はしていません。 

項番３（５）については障害者スポーツへの理解に関する取組は報告されています

が、障害者の方々がスポーツをしやすいようにする取組については物足りなさを

感じたため、４点としました。 

 

差があったところに関しては、それぞれの理由があるということで訂正すべき内

容ではないと感じていますが、よろしいでしょうか。 

（委員一同、異議なし） 

 

議題３ 第１次審査通過団体の決定について 
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※委員長における質疑や講評等に関する発言について、「委員」として表記しています。 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

Ｃ委員 

 

 

委員 

応募事業者財務状況分析等及び第１次審査採点表集計結果に基づき「応募事業者

Ａ」を第１次審査通過者とし、第２次審査を実施してよろしいでしょうか。 

（委員一同、異議なし） 

 

３ 第２次審査について 

事務局から資料４及び資料５について説明 

（委員一同、異議なし） 

 

４ 今後のスケジュール 

事務局から今後のスケジュールについて説明 

 

一言よろしいでしょうか。選考委員会としては、複数者の応募があったうえで選考

するのが望ましいと思います。今回、応募事業者が１者だけというのは、課題であ

るということを委員会内で共有しておくことが必要です。 

応募事業者が１者だったことは、結果として受け止めなければいけません。次回

（５年後）は、複数の事業者が申請を出してくるように条件や働きかけ、募集の仕

方を今後検討する必要があると思います。 

 

５ 閉会 
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会  議  名 第３回港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時      令和５年６月２８日（水）午後６時～午後８時 

開 催 場 所      港区役所９階 研修室 

委   員      

出席者 ７人 

小笠原委員、秋吉委員、水上委員、師岡委員、長谷川委員、 

金田委員、宮本委員 

事 務 局      

教育推進部生涯学習スポーツ振興課長 竹村 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ振興係長 須川 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ振興係員 本間・池田 

会 議 次 第      

１ 開会 

２ 議題 

議題１ 第２次審査の実施について 

（１）応募事業者プレゼンテーション 

（２）質疑応答 

議題２ 第２次審査採点表集計結果について 

  議題３ 港区立スポーツ施設指定管理者候補者の決定について 

３ その他 

４ 閉会 

配 付 資 料 

次第 

資料１ 第２次審査のタイムスケジュール 

資料２ 第２次審査選考基準・採点表 

資料３ 第１次審査選考基準・採点表 

資料４ 第２回港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会会議録 

資料５ 第１次及び第２次審査選考結果集計表（集計後配付） 

会議の結果及び主要な発言 

 

 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

１ 開会 

２ 議題１ 第２次審査の実施について 

（１）応募事業者プレゼンテーション（１０分） 

はじめに、プレゼンテーションを１０分間行っていただきます。 

それではプレゼンテーションを始めてください。 

   （Ａ事業者がプレゼンテーションを実施） 

プレゼンテーションを終了します。ありがとうございました。これより、

各委員からの質疑を行います。 

【会議録】 
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Ｂ委員 

 

 

 

Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

（２）質疑応答（３０分程度） 

２点質問します。１点目は、多様性についてどのような考えであるかとい

うこと、それに対してどのように具体的に取り組む予定でしょうか。２点

目は、皆様が指定管理者に選定された際に、他の団体と比べての強みはど

こかを伺います。 

１点目について、「する」・「みる」・「支える」スポーツを今回様々な事業を

提案しています。その中で多様性ということで、お子様から高齢者、障害

者、他国籍の方々が参加できる体験会を考えています。また、障害者スポ

ーツで言いますと、車椅子の方でも使用できるタイプのトレーニングマシ

ーンの設置や障害者のスポーツイベントを開催しています。外国人に対し

ての提案としては、港区には８６の大使館がありますので、大使館と連携

し、大使館対抗スポーツイベントを年齢に関係なく参加できるように開催

したいと考えています。 

２点目について、まず代表団体である私どもは、民間スポーツクラブで約

３０年の経験があり、その中で２２か所以上の指定管理施設の管理運営も

行っています。平成４年に健康増進を強調し、運動療養施設としてオープ

ンし、地域貢献しています。また、指定運動療法施設として医師や保健師

と連携し、利用者の健康増進につながるようスポーツ促進に向けた取組を

しています。構成団体１については、アスリート事業を得意としています。

多くのアスリートを支援しておりイベント活動もありますので、スポーツ

センターでもトップアスリートを招き、多くの方がスポーツに触れる・見

る機会を作っていきたいと思っています。構成団体２については、施設管

理を担っている企業です。民間商業ビルやオフィスだけでなく、港区にお

いても多くの施設で指定管理者としての実績があり、施設管理に関して非

常に自信を持っています。中でも港区特定公共賃貸住宅等の指定管理も行

っていますので、所管課との協議・調整が必要ですが、居住者へのパンフ

レット配布や施設へのポスター掲示等による周知を行うことで、健康増進

の向上に貢献していきたいと考えています。 

この３社が共同事業体となり施設運営を行うことで、他社と差別化を図れ

ることが強みです。 

 

３点質問します。１点目は、港区スポーツ推進計画で掲げている「みんな

ではぐくむ スポーツ文化都市 みなと」で言うスポーツ文化をどう捉え

ていますか。２点目は、イベントと体験会は日常の中で消費されてしまう

可能性が高いが、このことを運動実施率６５％へ繋げる説明をしてほしい

です。例えば運動を継続的に実施し活動するためには、教室やクラブなど

集団作りへのサポートが必要になる。また、アスリート支援をしているの

であれば、アスリートをどう使うか、彼らの持っている資源を使う仕組み
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Ｄ委員 

 

 

 

 

 

Ａ事業者 

を聞かせてください。３点目は、本部経費が増えていて、共同事業体で受

託すると委託から再委託先へ事業が流れていくと、その都度本部経費がか

さむことが想定されるので私は良いことではないと思っています。大きな

事業体であるため仕方がない部分はありますが、区民に納得してもらうに

は、あまりにも本部経費が大きくなり過ぎていると、十分な説明にならな

いので、本部経費増加の合理性について説明してください。 

１点目については、スポーツ文化については、競技＝スポーツだけでなく

散歩・歩く・ラジオ体操も体を動かすという大きな括りの中で広くスポー

ツ活動と捉えています。２点目については、実施率６５％と目標を掲げて

いますが、継続してもらうことが一番大事だと思っております。例えば、

スポーツセンターで言いますと利用率が高いトレーニングパークを週１回

でも継続利用してもらえるように有酸素系やストレッチ系のトレーニング

マシンの更新といった、環境整備を今回提案しています。また、コミュニ

ケーションも非常に大切にしており、運動プログラムを個人に合わせて作

り、運動を継続する動機付けにしていくことも行っていきたいと考えてい

ます。３点目については、本部経費は質の高い施設の運営等管理を行うた

めのバックアップ業務として要する費用です。本社における職員への労務

管理や決算、施設のおける会計処理などの事務処理の経費、合わせてサー

ビス業であるため本社の指導部を中心に教育研修を行い、高いスキルを現

場で発揮できるように本社として取り組んでいます。施設運営維持費とし

ては、作業調査・検査費用が本社のバックアップ業務として発生していま

す。算出方法は、一般管理経費を本社経費として、各施設（１８施設）と民

間施設に按分しています。按分方法は、人件費の大きさを事業規模として

おり、本社経費で人件費が高ければ案分率が高くなります。決算の総人件

費に対する一般管理費の割合は１７．８％。一般管理費において、事務管

理が９％、運営費が８．８％で、決算の状況の本社経費を各施設の人件費

１７．８％をかけることによって、一般管理費（＝本部経費）を算出して

います。一般管理費は、人や色々な仕組みを入れることにより効率化する

ことによって一般管理費の縮減は会社として取り組んでいかなければいけ

ないと思っています。 

 

３点質問します。１点目は、車椅子利用者が個人で施設を使いたいと来た

ら、どう対応されますか。２点目はｅスポーツを「みる」ではなく、「する」

スポーツにしていく計画はありますか。３点目は、港区スポーツ推進計画

では、利用者同士の交流、地域スポーツクラブとの連携は非常に大事にな

ると思います。計画書の中では、地域組織を網羅して書かれているが、貴

社が実施しているプログラムと地域を具体的にどう繋げていきますか。 

１点目については、基本的には一人でできることはやっていただき、必要
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Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

な場面でサポートしていきます。今回障害者の方でも利用できるトレーニ

ング器具を購入しますので利用していただき、移乗等のサポートが必要な

場合はスタッフがお手伝いします。２点目については、実際、ｅスポーツ

は観るスポーツコミュニティーであると思いますが、実際に行うスポーツ

としても企画・導入していく予定です。３点目については、地域交流とし

てはスポーツセンターで言いますと健康増進施設の認定を考えています。

健康増進センター（ヘルシーナ）や介護予防総合センター（ラクっちゃ）

と交流することによって、更に健康が増進する取組を考えています。また、

各地区にあります運動場は、身近な人とのコミュニケーションが取れる場

所でもあり、また現在３か所にあるスポーカルが活動できる場所として共

にイベントができるように企画を考えています。 

 

３点質問します。１点目は、資金計画と体制について、収支資金の計画が

直近の実績を下回っているものがあります。直近がイレギュラーであって、

計画は、無理のない体制が組まれ適正な見積もり額ということでしょうか。

２点目は、危機管理について様式１８では、安全対策マニュアルの構築と

提案がなされていたが今日の資料は更新となっている。更新であるならば

具体的にどういう内容で、どう担保していくのでしょうか。３点目は、障

害者スポーツの理解促進。障害者スポーツとしての認知だけでなく、その

先にある「理解」まで繋げるのは難しい。競技だけに止まらず共生社会に

おいての具体的な取組や工夫はありますか。 

１点目については、各施設での常勤職員配置数は現状と同様の配置として

います。直近の人件費増加については、新型コロナウイルス感染症対策に

より業務量が増えたため人件費が増加しました。５類に移行したことから、

提案している常勤職員配置数においても質の高いサービス、施設運営を行

っていけると判断しています。２点目については、安全管理マニュアルは

既に作成しています。大きな災害等があった場合や社会情勢に合わせた形

で随時更新・追加していきます。３点目については、トップアスリートの

講演会やイベントで障害者の方も健常者の方も一緒にスポーツができる時

間や機会を設けてスポーツを楽しみ理解を深めていきます。 

 

２点質問します。１点目は、苦情解決のところで、例えば、利用者から直

接窓口で受けた苦情やトラブルになったような大きい案件は、資料にある

苦情対策委員会で対応するイメージができましたが、業務品質や施設管理

モニタリング、本社機能の内部監査などの内部評価や、顧客満足度調査で

出てきた課題等については、どのような解決プロセスとなるのか説明して

ください。２点目は、子ども、高齢者や働き世代への具体的な提案で子ど

ものｅスポーツ大会開催について提案があります。しかし、子どもにおい
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Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

ては、ゲーム依存問題なども言われていますが、子どもを対象にｅスポー

ツを実施する際の考え方について伺いたいです。 

１点目については、施設内で苦情対応することが非常に多いが、苦情が起

きないことが大切であるため、本社の総務や指導部が苦情のモニタリング

した中で、大きなトラブルとなりそうな案件やヒヤリハットの要素を含ん

だものについて内部監査を行うことが苦情を防ぐことに大きな役割を担っ

ています。２点目については、子どものｅスポーツは、ゲーム感覚が非常

に強いですが、そのゲームというところから、体を動かしたり、様々な道

具を使ったりする運動へ子どもたちを導いていくために、港区スポーツ協

会と協力し、子どもたちの運動に繋がるｅスポーツを進めていきたいと考

えています。 

 
１点質問します。情報発信の提案でホームページのリニューアルやＳＮＳ

の効果的な活用と書かれていますが、いずれも自らアクセスしないと情報

にたどり着かない側面があります。リピーターは情報を取りにいきますが、

ホームページのリニューアルやＳＮＳの効果的な活用だけでは、新規利用

者の拡大に繋がるか懸念があるため、どのような工夫で情報発信をしてい

くのかお聞かせください。 

ホームページは更新予定です。また、発信だけでなく情報を受取る中でホ

ームページを見た方のユーザー属性やログ解析を行い、対象者を把握する

ことで、そこから年代別のニーズに合った情報発信を行い、またＳＮＳ に

おいてもＬＩＮＥビジネスアカウント等を活用しながら施設の情報を提供

していきたいと考えています。 

 

２点質問します。１点目は、先ほど多様性の中でジェンダーについて話が

なかったので、どう考えているのかを教えてください。２点目は、ワンラ

ンク上の高品質なサービスという言葉が出てきていますが、今とワンラン

ク上の具体例を示してください。 

１点目については、多くの方が利用する施設であるため、ジェンダーとい

った方も利用されることを職員に認識を持たせると共に、理解するという

ことが必要であると考えています。実際の対応については、様々な研修を

行いながら理解を深めていきます。２点目については、顧客満足度の向上

に繋げていくことを考えています。利用者が望んでいることを察知し、コ

ミュニケーションを取ることで利用者の情報を得ることができ、情報の中

からプラスαで何をすれば喜んでもらえるか、そのプラスαの部分を強く

していくことです。 

 

それでは、Ａ事業者のプレゼンテーション及び質疑を終了いたします。選
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委員長 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

考結果については後日通知いたします。本日はありがとうございました。 

 

議題２ 第２次審査採点表集計結果について 

まずは事務局から第２次審査の審査票集計結果を報告してください。 

Ａ事業者の第２次審査の集計結果は、合計５００点です。７００点満点中

７１％の得点となっており、選考の目安とする６０％を超えています。 

続いて、各委員から講評をお願いします。良かった点、悪かった点につい

て伺います。 

 

良かった点は、港区スポーツ推進計画と大きな齟齬はなく、そういうこと

も踏まえてＡ事業者を指定管理者として選定しても大きな問題はないと感

じている点です。もう少しだった点は、事業体制のテーマとして「再出発、

挑戦と創造」を掲げているのであれば、もう少し攻めて欲しかったです。

具体的には、スポーツ推進計画と齟齬なく内容を理解されているのであれ

ば、障害者の方がもっと日常的にスポーツを取り組めるような環境を作っ

て欲しかったです。あとは多様性という部分で職員の理解のみだったとい

う点と、スポーツセンター利用者数を増やす数値目標が書かれていていま

したが、実利用者数ではなく、延べ利用者数を増やし、満足度を上げる方

へ力点が置かれていました。もう少し新規利用者（実利用者数）を増やす

ような取組を強調して欲しかったです。 

 

施設運営の考え方については、文化としてスポーツの充分な理解が、構成

団体のトップマネジメントに深まることの必要性を感じました。事業計画

の実現性について、概ね計画通りに実現されていくと考えていますが、イ

ベント体験会へのまなざしが強いと感じています。「公と民」の役割を考え

てどんなイベントと体験会が「公」側の役割か充分に検討が必要です。効

率的で質の高いサービスの提供については、港区ならではのポテンシャル

のあるサービスが提供されると思われ、トップアスリートを存分に活用で

きることは、地方では実現できそうにない魅力的なものでした。全国に事

業モデルを発信できるぐらいの魅力あるサービスを考案してほしいです。

施設の安全安心に対する考え方については、日常的なリスクマネジメント

はスタッフのコミュニケーションからと考えると、対応策は理解できるも

のでした。事業への意欲については、「再出発」とする共同事業体のテーマ

は充分なモチベーションと理解できますが、抽象度が高く、やや区民目線

ではないと思います。私が２つ目に質問した一般管理費については、効率

化し、縮減に取り組んでいくとのことなので、引き続き注視していく必要

はあると思います。 

全体的に運営は間違いなくできるだろうと思います。ただ、「再出発」のコ
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Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンセプトはいいが、中身が伴っているか疑問です。Ｂ委員がおっしゃった

ように、延べ人数の増加だけでなく実人数の増加を考えれば事業の中身も

変わってくるので、この辺の考え方が一歩足りないと感じました。事業計

画の実現性も、提案書には地域団体の名前が具体的に書かれていたので連

携して色々な事が進めていけるなと思いましたが、具体的な地域連携の展

望が感じられなかったです。効率的で質の高いサービスの提供については、

スポーツを個人で楽しむ人もたくさんいますが、スポーツの楽しさの１つ

として利用者同士の交流やコミュニティができるところもあるので、そう

いう点を事業計画の中身が魅力的であって欲しいと思いました。ただ新し

い試みもやろうとしているのでサービス提供のプログラムとして期待感は

あります。施設の安全安心に対する考え方については、可能なことは全部

考えてあり、適正な運営が可能と考えます。事業への意欲については、現

状に甘んじていないということがよく感じられました。 

 
今日の資料や１次審査の資料で記載されている内容は一定の水準をこえて

いると思います。聞きたい内容が時間内で聞くことができなかったことが

点数に影響があったと思います。施設運営の考え方については、「する」・

「みる」・「支える」といった区の計画や数値目標をこの時点で設定してい

ること自体を高評価しています。事業計画の実現性については、実現性や

実績、３社の体制、また責任者設定や業務フローの明確さを評価しました。

効率的で質の高いサービスの提供については、本部経費の説明が充分でな

かったという点と、幅広く提案されていますが、障害者スポーツについて

具体的な説明や意欲が欲しかったです。施設の安全安心に対する考え方に

ついては、体制は整えられていますが、危機管理マニュアルの更新が社会

情勢に応じてと回答があり、積極性が十分に感じられませんでした。事業

への意欲については、一定の意気込みは感じましたが、「挑戦と創造」とい

うことの具体性まで聞き取ることができなかったです。 

 
提案内容全体を通してＳＤＧｓや区の計画・施策を踏まえた提案になって

いるというところについては評価をしています。施設運営の考え方につい

ては、運営面についても緊急時に応援を行える体制になってところで安定

的に運営できると評価しました。効率的で質の高いサービスの提供につい

ては、「その他経費」の積算の考え方について、必要経費であるという主張

と受け止めましたけども、指定管理費全体に対しては相対的に高いという

印象が拭えなかったです。今後、削減に向けて努力していくというコメン

トがあったので期待したいです。事業への意欲については、的の得ない回

答もあったため評価を低くしましたが、１次審査も通した全体として、施

設運営サービスの提供とともに十分に合格点は超えていると思います。 
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※委員長における質疑や講評等に関する発言について、「委員」として表記しています。 

Ｅ委員 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

質疑の中で聞きたいことと答えが噛み合ってない部分が見受けられたとこ

ろがあり、スポーツ文化都市の部分や多様性については具体性に欠けてい

て、評価が低くなった項目もありますが、事業計画の実現性や施設の安全

安心に対する考え方については、安心して任せられると評価しました。 

 

基本的には全て合格点は超えている印象でした。しかし、皆さんも話して

いるように、言葉遣いと現実が一致していないところが幾つかありました。

本部経費については、指定管理者として決定した後に、再度確認すること

が大事だと思います。 

 

それでは各委員皆様の評価理由の説明を踏まえ、ご自身の採点について修

正はありますか。 

（委員一同、修正等なし） 

 

議題３ 港区立スポーツ施設指定管理者候補者の決定について 

第１次審査と第２次審査の合計点数について事務局から説明してくださ

い。 

第１次審査の得点１，０９０点、第２次審査の得点５００点の合計は１，

５０９点です。配点合計２，１００点の７６％の得点となっています。 

 

集計結果について各委員から何かご意見がありましたら発言をお願いしま

す。 

（委員一同、異議なし） 

 

それでは、指定管理者候補者の決定について審議します。応募事業者がＡ

事業者のみであり、ただいまの事務局からの報告のとおり、得点率が選考

の目安とする６０％を超えていることや財務状況・資金計画分析でも高く

評価されていることから、当選考委員会として令和６年度からの指定管理

者として十分に適性があるものと考えられますので、Ａ事業者を指定管理

者候補者に決定するということでよろしいでしょうか。 

（委員一同、異議なし） 

皆さんご異議ないようですので、指定管理者候補者はＡ事業者に決定いた

します。 

 

３ その他 

（事務局から今後のスケジュールについて説明） 

４ 閉会 
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令和５年２月 

港区教育委員会 
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Ⅰ 施設の概要 

１ 指定管理者制度導入の趣旨 

港区（以下「区」という。）では、多様化する区民ニーズへの柔軟かつ迅速な対応や効率的

で効果的な区民サービスを提供するため、公の施設の管理・運営を包括的に代行させる指定管

理者制度を積極的に導入しています。 

今回、港区教育委員会（以下「教育委員会」という。）では、港区スポーツセンター、港区

立運動場及び港区立武道場を一つのグループ（以下「港区立スポーツ施設」という。）とし、

管理・運営について、民間事業者等が持つノウハウやアイディア、専門性などを活用するため、

指定管理者を広く公募します。応募にあたっては、「港区指定管理者制度運用指針」（別紙１）

に基づく区の方針を十分に認識し、また、施設の設置目的等を理解のうえ、本要項に基づく創

意工夫のある提案を期待しています。 

 

２ 施設の設置目的 

（１）港区スポーツセンター条例に基づく施設（以下、「スポーツセンター」という。） 

スポーツセンターは、「港区スポーツセンター条例」に基づいて、区民のスポーツ及びレ

クリエーションの振興を図り、健康で文化的な区民生活の向上に寄与することを目的に設置

しています。 

区内には、港区スポーツセンターがあります。 

（２）港区立運動場条例に基づく施設（以下、「運動場」という。） 

運動場は、「港区立運動場条例」に基づいて、区民の体育の普及及び振興を図ることを目

的に設置しています。 

区内には、港区立麻布運動場、港区立青山運動場、港区立芝浦中央公園運動場、港区立芝

給水所公園運動場、港区立埠頭少年野球場、港区立芝公園多目的運動場、港区立芝浦南ふ頭

公園運動広場があります。 

（３）港区立武道場条例に基づく施設（以下、「武道場」という。） 

武道場は、「港区立武道場条例」に基づいて、青少年の健全な育成及び体位の向上並びに

区民の体育の普及および振興を図ることを目的に設置しています。 

区内には、港区立氷川武道場があります。 

 

３ 施設の概要  

  スポーツセンター、運動場及び武道場の施設をグループ化して、一括で公募します。 

（１）スポーツセンター 

  ア 所在地  港区芝浦１丁目 16 番１号 

※みなとパーク芝浦の３階から８階をスポーツセンターとして管理運営しています。 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積 20,179.06 ㎡（みなとパーク芝浦） 
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（イ）建築面積 9,221.6 ㎡（みなとパーク芝浦） 

（ウ）延床面積 62,981.71 ㎡（みなとパーク芝浦） 

        うち 20,308.9 ㎡（スポーツセンター部分） 

（エ）建築構造 鉄筋造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造） 

  （オ）免震構造 地下１階地上８階（みなとパーク芝浦） 

ウ 休 館 日  毎月第１月曜日（祝日、振替休日にあたるときはその翌平日） 

年末年始 12 月 31 日から１月３日まで 

エ 開館時間  午前８時 30 分から午後 10 時 30 分まで 

オ 施設概要  芝浦港南地区総合支所 消費者センター 介護予防総合センター  

          男女平等参画センター しばうら保育園分園 区民協働スペース  

売店 喫茶 芝浜小学校併設 

 

施設名称 場所 利用種目・用途 規模 

トレーニングパーク ３階 
ウェイトマシン、カーディオマシン、スタ

ジオレッスン 
1,007.36 ㎡ 

競技場１ ３階 ダンス等 375.08 ㎡ 

更衣室 

（ ト レ ー ニ ン グ パ ー

ク・競技場１利用者用） 

３階 
男子更衣室 

女子更衣室 
 

談話ロビー ３階   

プール ３階 

大プール  25ｍ×6 コース×水深 1.25ｍ 

（歩行用） 25ｍ×2 コース×水深 1.05ｍ 

小プール  13ｍ×7ｍ 

稼働床 70 ㎝～１ｍ 

ジャグジー ２ 

採暖室 

1,155.34 ㎡ 

更衣室 

（プール利用者用） 
３階 

男子更衣室 女子更衣室 

多目的更衣室 
 

事務室 ３階 事務室 応接室  

多目的室 ３階 ダンス等 196.74 ㎡ 

プール見学コーナー ４階   

武道場１ ４階 
柔道・合気道・太極拳・気功等 

公式競技スペース ２面 
542.95 ㎡ 

更衣室 

（武道場１利用者用） 
４階 男子更衣室・女子更衣室  

武道場２ ４階 
剣道、なぎなた、空手等 

公式競技スペース ２面 
526.47 ㎡ 

更衣室 

（武道場２利用者用） 
４階 男子更衣室・女子更衣室  

武道場３ ４階 
射距離 28m 弓道場 

射距離 30m アーチェリー場 
592.47 ㎡ 

更衣室 

（武道場３利用者用） 
４階 男子更衣室・女子更衣室  
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会議室１ ４階 

可動間仕切り 1 室利用可能 

43.83 ㎡ 

会議室２ ４階 49.68 ㎡ 

会議室３ ４階 55.95 ㎡ 

アリーナ ５階 

バレーボール   ２面 

バスケットボール ２面 

バドミントン   ８面 

剣道       ６面 

1,989.93 ㎡ 

サブアリーナ ５階 

バレーボール   １面 

バスケットボール １面 

バドミントン   ４面 

パドルテニス   ４面 

フットサル場   １面 

1,175.20 ㎡ 

更衣室 

（アリーナ・サブアリー

ナ利用者用） 

５階 男子更衣室・女子更衣室  

観客席 ６階  500 席 

屋内ランニングコース ６階  １周 200ｍ 

屋外ランニングコース ７階  １周 200ｍ 

競技場２ ８階 バドミントン   ４面 721.83 ㎡ 

競技場３ ８階 卓球              18 台 580.91 ㎡ 

更衣室 

（競技場２・３利用者

用） 

８階 男子更衣室・女子更衣室  

  

（２）麻布運動場 

ア 所在地    港区南麻布５丁目６番 33 号 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積  13,486.03 ㎡ 

（イ）延床面積  547.03 ㎡（事務所建・ＳＲＣ造２階建） 

（ウ）野球場面積 6,171.00 ㎡ 

（エ）庭球場面積 2,584.00 ㎡ 

ウ 休場日    12 月 31 日から１月３日まで 

エ 利用時間   午前８時から午後９時まで 

オ 施設概要   野球場１面（人工芝・軟式のみ）  

庭球場４面（砂入り人工芝） 

※夜間照明設備有り 

 

（３）青山運動場 

ア 所在地    港区南青山２丁目 21 番 12 号 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積  8,227.64 ㎡ 
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（イ）延床面積  262.58 ㎡（事務所建・ＲＣ造２階建） 

（ウ）野球場面積 5,114.00 ㎡ 

（オ）庭球場面積 1,265.00 ㎡ 

ウ 休場日    12 月 31 日から１月３日まで 

エ 利用時間   午前８時から午後９時まで 

※施設及び時期により変わります。利用期間、利用時間が規則で定められていますので、

港区ホームページで確認してください。 

オ 施設概要   野球場１面（人工芝・軟式のみ）  

庭球場２面（砂入り人工芝） 

※夜間照明設備有り 

 

（４）芝浦中央公園運動場 

ア 所在地    港区港南１丁目４番１号 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積  9,106 ㎡ 

（イ）延床面積  182.47 ㎡（事務所建・鉄筋１階） 

（ウ）庭球場面積 2,697.00 ㎡ 

（エ）フットサル場・壁打ちテニスコート面積 1,037.00 ㎡ 

ウ 休場日    12 月 31 日から１月３日まで 

エ 利用時間   午前８時から午後９時まで 

オ 施設概要   庭球場４面（砂入り人工芝） 壁打ち２面  

フットサル場（多目的運動場）１面（人工芝） 

        ※夜間照明設備有り 

 

（５）芝給水所公園運動場 

ア 所在地    港区芝公園３丁目６番７号 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積  11,062.35 ㎡ 

（イ）延床面積  381.00 ㎡（事務所建・ＳＲＣ造３階建） 

ウ 休場日    12 月 31 日から１月３日まで 

エ 利用時間   午前８時から午後９時まで 

※施設及び時期により変わります。利用期間、利用時間が規則で定められていますので 

港区ホームページで確認してください。 

オ 施設概要   サッカー場１面（人工芝） 

        ※夜間照明設備有り 

 

（６）埠頭少年野球場 

ア 所在地    港区海岸３丁目 14 番 34 号 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積  4,459.00 ㎡ 
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（イ）延床面積  190.00 ㎡（事務所建・ブロック造１階） 

ウ 休場日    12 月 31 日から１月３日まで 

エ 利用時間   午前８時から午後９時まで 

※施設及び時期により変わります。利用期間、利用時間が規則で定められていますので 

港区ホームページで確認してください。 

オ 施設概要   野球場１面（人工芝・軟式のみ）  

        ※夜間照明設備有り 

 

（７）芝公園多目的運動場（愛称：アクアフィールド芝公園） 

ア 所在地    港区芝公園２丁目７番２号 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積  4,454.00 ㎡ 

（イ）延床面積  1,105.74 ㎡（事務所建・ＲＣ造２階） 

ウ 休場日    フットサル期 

毎月第１・第３月曜日 

年末年始 12 月 31 日から１月３日まで 

           ※フットサル場の利用期間は１月４日から６月中旬まで及び９月下旬

から 12 月 30 日まで 

           プール期 

            区民水泳大会の日 

            中間清掃日 

※プールの利用期間は７月１日から９月 15 日まで 

エ 利用時間   午前８時から午後９時まで 

※施設及び時期により変わります。利用期間、利用時間が規則で定められていますので、 

港区ホームページで確認してください。 

オ 施設概要 ※プール 

 大きさ 備考 

一 般 50ｍ×18ｍ ８コース 

子ども 約 128 ㎡ 滑り台付き 

※フットサル場（人工芝） 

         フットサルコート   25ｍ×15ｍ  ３面 

 

（８）芝浦南ふ頭公園運動広場（愛称：かいがんぱ～く） 

ア 所在地    港区海岸３丁目 33 番 20 号 

イ 施設規模 

（ア）敷地面積  4,237.04 ㎡ 

ウ 休場日    12 月 31 日から１月３日まで 

エ 利用時間   午前８時から午後７時まで 

※施設及び時期により変わります。利用期間、利用時間が規則で定められていますので、

港区ホームページで確認してください。 
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オ 施設概要   少年野球場（多目的運動場）          １面 

少年サッカー場（フットサル場・多目的運動場） １面 

         サッカー場（多目的運動場）          １面 

 

（９）氷川武道場 

ア 所在地     港区赤坂６丁目６番 14 号 

イ 施設規模 

（ア）延床面積   346.04 ㎡ 

ウ 休場日     月曜日、12 月 31 日から１月３日まで 

エ 開場時間    ※火曜日から金曜日は、午後３時から午後９時まで 

          ※土曜日は、午後０時 30 分から午後９時まで 

          ※日曜・祝日は、午前９時から午後５時まで 

オ 施設概要    武道場（畳・板敷の兼用） 

 

（10）利用料金 

利用料金の上限額については、下表（平成 29 年４月１日改定）のとおりです。なお、利

用料金には、維持管理経費の変動、施設の運営状況を定期的に反映させる必要があるため、

区では３年を目途に利用料金の上限額の見直しを行うこととしています。 

 

＜スポーツセンター・団体料金上限額＞ 

室名 利用料金上限額（円） 

アリーナ 17,400 

サブアリーナ 10,200 

競技場１ 3,300 

競技場２ 
6,300 

１コート 1,600 

競技場３ 
5,100 

３台 900 

武道場１ 4,700 

武道場２ 4,600 

武道場３ 5,200 

多目的室 1,700 

大プール 
21,400 

１コース 2,700 

小プール 4,300 
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＜スポーツセンター・個人料金上限額＞ 

利用区分 利用料金上限額（円） 

港区在住・在勤・在学者 500 

一般（区外者） 800 

小学生・中学生・高校生 100 

未就学児、65 歳以上（区民）、障害者（区民） 無料 

プール（１回２時間以内） 

大人 
0 円（利用料金に含む） 

（超過１時間につき 250） 

小学生・中学生・高校生 
0 円（利用料金に含む） 

（超過１時間につき 50） 

 

＜運動場料金上限額＞ 

場所 
利用料金 

上限額（円） 

麻布 

運動場 

野球場（１面） 
使用料（２時間） 5,200 

照明料（１時間） 1,600 

庭球場（１面） 
使用料（１時間） 600 

照明料（１時間） 300 

青山 

運動場 

野球場（１面） 
使用料（２時間） 5,200 

照明料（１時間） 1,400 

庭球場（１面） 
使用料（１時間） 600 

照明料（１時間） 100 

芝浦中央公園 

運動場 

庭球場（１面） 
使用料（１時間） 600 

照明料（１時間） 100 

フットサル場（１面） 
使用料（１時間） 800 

照明料（１時間） 無料 

芝給水所公園 

運動場 
サッカー場 

使用料（２時間） 5,200 

照明料（１時間） 700 

埠頭少年 

野球場 
野球場 

使用料（２時間） 5,200 

照明料（１時間） 900 

芝公園 

多目的 

運動場 

フットサル場（１面） 
使用料（１時間） 1,300 

照明料（１時間） 200 

プール 

大人（２時間以内） 600 

小学生・中学生・高校生（２時間以内） 100 

超過料金大人（１時間） 300 

超過料金小学生・中学生・高校生（１時間） 50 

未就学児・65 歳以上（区民）・障害者（区民） 無料 

芝浦 

南ふ頭公園 

運動広場 

少年野球場 使用料（１時間） 1,400 

少年サッカー場 

フットサル場 
使用料（１時間） 700 

サッカー場 使用料（１時間） 2,100 
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＜武道場料金上限額＞ 

区分 利用料金上限額（円） 

平日 
午後（２時間） 2,600 

夜間（３時間） 4,000 

土曜日 

午後Ⅰ（２時間） 2,600 

午後Ⅱ（２時間） 2,600 

夜間（３時間） 4,000 

日曜・祝日 

午前（２時間） 2,600 

午後Ⅰ（２時間） 2,600 

午後Ⅱ（２時間） 2,600 

＊条例及び規則で定めるところにより、利用料金を減額又は免除します。 

 条例及び規則は、港区ホームページで確認してください。 

 

（11）指定管理料等 

   本施設の過去の指定管理料及び利用料金収入については、下表のとおりです。 

なお、記載額は過去の実績を参考として示したものであり、本提案における指定管理料の上

限額ではありません。 

＜スポーツセンター＞ 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

指定管理事業実績 302,157,904 円 280,430,797 円 296,391,791 円 

【
内
訳
】 

職員人件費 138,242,769 円 136,159,561 円 136,866,480 円 

光熱水費 0 円 0 円 0 円 

修繕費 5,434,159 円 4,652,305 円 5,419,821 円 

事業運営費 67,348,405 円 44,154,916 円 55,531,315 円 

施設管理経費 42,770,266 円 44,445,831 円 46,945,409 円 

その他経費 48,362,305 円 51,018,184 円 51,628,766 円 

指定管理料(清算後) 56,743,210 円 24,342,804 円 46,748,826 円 

利用料金収入実績 236,130,848 円 134,164,360 円 129,274,226 円 

 

＜運動場＞ 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

指定管理事業実績 300,626,988 円 306,034,455 円 318,140,560 円 

【
内
訳
】 

職員人件費 133,318,719 円 136,317,907 円 146,696,654 円 

光熱水費 32,845,334 円 32,160,448 円 32,445,695 円 

修繕費 12,305,226 円 12,633,202 円 12,788,631 円 

事業運営費 10,114,830 円 9,365,291 円 9,226,936 円 

施設管理経費 63,993,879 円 65,324,607 円 64,722,817 円 

その他経費 48,049,000 円 50,233,000 円 52,259,827 円 

指定管理料(清算後) 229,538,694 円 227,201,061 円 242,264,863 円 

利用料金収入実績 57,665,700 円 45,652,800 円 51,067,850 円 
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＜武道場＞ 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

指定管理事業実績 12,959,002 円 8,217,358 円 9,429,803 円 

【
内
訳
】 

職員人件費 3,473,382 円 3,041,727 円 3,131,303 円 

光熱水費 1,030,742 円 782,764 円 991,696 円 

修繕費 271,465 円 248,600 円 255,005 円 

事業運営費 5,908,768 円 1,828,922 円 2,597,947 円 

施設管理経費 870,645 円 862,345 円 891,641 円 

その他経費 1,404,000 円 1,453,000 円 1,562,211 円 

指定管理料(清算後) 12,235,849 円 8,041,780 円 9,233,619 円 

利用料金収入実績 958,800 円 522,800 円 663,000 円 

※指定管理料実績は、項番Ⅱ４（１）における予算額と実績額の差額を清算した後の指定管

理料の額です。 

※令和２年度及び令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、施設の

休館や営業時間の短縮がありました。 

 

（12）各施設共通事項 

休館（場）日、開館（場）・利用時間とも教育委員会が臨時休館（場）を必要と認める

とき（複合施設全体及び施設の機器保守点検等の理由がある場合など）は、この限りで

はありません。 

 

（13）注意事項 

    以下の事項が発生した場合、詳細については別途協議します。 

ア 国際大会開催に伴う公式練習会場等により、施設の全部または一部を利用制限する可能

性がありますので、年度協定等で指定管理料を見直します。 

イ 運動場の人工芝張替工事のため、利用を休止する可能性がありますので、年度協定等で

指定管理料を見直します。 

 

４ 指定期間 

令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで（５年間） 

 

５ 利用料金制度の採用 

港区立スポーツ施設は、地方自治法第 244 条の２第８項に規定する利用料金制を採用します。 

（１）港区立スポーツ施設の使用料（利用料金）は指定管理者の収入とします。 

（２）条例等に定める減免・還付手続を行います。 

（３）利用料金の額は条例で定める額を上限とし、その範囲内において区の承認を得て定めるこ

ととします。 

（４）指定管理者は、キャシュレス決済端末を設置し、利用料金のキャッシュレス決済による支

払いを可能としてください。 
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Ⅱ 指定管理者が行う業務 

１ 事業運営 

（１）基本事業 

指定管理者が行う事業に関する主な業務は、以下のとおりです。また、施設の主な業務の

範囲及び管理運営の基準等について、「スポーツ施設業務基準書」（別紙２）、「スポーツセン

ター業務仕様書」（別紙３）、「運動場業務仕様書」（別紙４）、「武道場業務仕様書」（別紙５）

を参照してください。 

ア スポーツセンター 

港区スポーツセンター条例第２条の２に関わる事業 

 （ア）スポーツセンター施設の利用に関すること。 

 （イ）スポーツ及びレクリエーションの指導及び普及に関すること。 

 （ウ）スポーツ及びレクリエーションの支援及び相談に関すること。 

 （エ）前号に掲げるもののほか、港区教育委員会が必要と認める事業 

 イ 運動場 

港区立運動場条例第２条の２に関わる事業 

（ア）運動場施設の利用に関すること。 

（イ）スポーツ及びレクリエーションの指導及び普及に関すること。 

（ウ）スポーツ及びレクリエーションの支援及び相談に関すること。 

 （エ）前号に掲げるもののほか、港区教育委員会が必要と認める事業 

ウ 武道場 

港区立武道場条例第３条に関わる事業 

（ア）柔道及び剣道の普及に関すること。 

 （イ）柔道及び剣道の実技指導に関すること。 

 （ウ）社会体育指導者の研修に関すること。 

 （エ）武道場の利用に関すること。 

 （オ）前各号のほか、港区教育委員会が必要と認めること。 

 

（２）提案事業 

スポーツセンター条例、運動場条例及び武道場条例第１条に定める目的を達成するため、

スポーツセンター条例及び運動場条例第２条の２、武道場条例第３条に基づいた施設の魅力

を高め、利用率向上、実利用者数増等につながるような事業を提案してください。 

事業を計画する場合は、「港区スポーツ推進計画（令和３年２月策定）」を踏まえた事業と

なるよう本施設がスポーツ施設であることを十分に認識の上、各施設の特性を踏まえた効果

的な事業を提案してください。なお、港区スポーツ推進計画において、成人の週１回以上の

スポーツ実施率の目標を 65％以上（港区スポーツ推進計画 P.40）と定めており、この目標

を達成するための提案をしてください。 

また、ラグビーワールドカップ 2019 や東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会

（以下、「東京 2020 大会」という。）を契機に実施した、事業や構築したネットワーク等の
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レガシーを活用した企画運営の立案として提示してください。 

なお、提案事業は、事前に教育委員会と協議の上決定し、指定管理料の範囲内で実施しま

す。 

 

（３）自主事業 

   上記（１）（２）のほか、本施設の設置目的に合致し、かつ、本業務の実施を妨げない範

囲で、施設の利用率向上、実利用者数増等を図るための斬新な自由度の多い活気ある自主的

な事業を行うことができます。 

指定管理者は、自主事業の内容や開催回数、参加費等をあらかじめ教育委員会に提案し、

承認を得た上で実施してください。また、人気のあるプログラムにおいては、抽選において

新規利用者を取り込むよう心掛けてください。さらに、事業に係る経費は事業者の負担とし、

事業収入も指定管理者の収入として全額別会計となります。 

 

（４）職員体制 

スポーツ施設の利用者は、定期的な利用、初めての利用や外国籍の方の利用など様々な利

用者がスポーツを通して健康・体力づくりやコミュニティを求めて利用します。また、スポ

ーツ施設は安全・安心の観点からも、施設の管理上必要な人員を配置しなければなりません。

様々な利用者に対応でき、トレーニングパークの運営などを行うため、専門かつ必要な人員

を配置してください。特に、公の施設としての心構えを認識し、従事職員教育、接遇教育等

を徹底し、利用者及び区民への接遇等が常に良好となるよう努めてください。また、事業を

実施するための必要な知識、技能及び経験等を有する職員を配置し、施設の管理運営に支障

がないように配慮してください。 

なお、可能な限り、公益財団法人日本スポーツ協会や公益財団法人日本スポーツ施設協会

の資格を有している職員を配置することを推奨しています。 

ア 各施設を統括する施設長 

  （ア）公設のスポーツ施設に１年以上勤務経験がある職員を配置してください。 

（イ）施設長は、常勤職員を充てること 

（ウ）施設長は、施設等の管理運営について、所属職員を指揮監督し、業務を統括するとと 

もに、自らも職員として職務を行うこと 

  イ スポーツセンター職員（主担当） 

（ア）窓口（電話対応含む）での対応には、英会話、パソコン操作及び会計管理に対応でき

る職員を配置してください。 

  （イ）スポーツ施設での勤務経験があり、スポーツ施設管理についての知識がある職員を配 

置してください。 

（ウ）施設管理等の専門講習及び障害者スポーツに関する講習（初級障がい者スポーツ指導

員講習等）を受講している職員を配置してください。 

  ウ スポーツセンターのトレーニングパーク指導員（主担当） 

    体育・社会体育専門課程を修了し、トレーニングルーム、ジムでの指導経験があり、健

康運動指導士やその他同等の資格を有している職員を配置してください。 
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  エ プール監視 

    平成 19 年文部科学省・国土交通省「プールの安全標準指針」に基づく職員資格（日本

赤十字社の水上安全救助員等）を持っている職員を、スポーツセンター及び芝公園多目的

運動場（プール期）に配置してください。 

オ 各運動場・武道場の職員 

   （ア）窓口（電話対応含む）での対応には、英会話、パソコン操作及び会計管理に対応でき

る職員を配置してください。 

   （イ）施設の維持管理のため、夜間対応（緊急時）で修繕ができる職員を配置してください。 

（ウ）各運動場・武道場の施設長は、施設等の管理運営について、所属職員を指揮監督し、

業務を統括するとともに、自らも職員として職務を行い、港区スポーツセンター施設長

と連携を密に行ってください。 

 

（５）関係機関・団体との連携 

ア みなと区民スポーツ・体育祭への参加、実施協力 

 毎年、みなと区民スポーツ・体育祭を開催しています。指定管理者は実行委員会のメン

バーとして参加、協力をしてください。 

  イ 区、教育委員会事業への協力 

区や教育委員会がスポーツセンターや運動場を会場とした事業を実施します。施設の利

用に協力をしてください。回数等は実績を参考にしてください。 

  ウ 選挙の開票等に関わる業務 

       スポーツセンター（アリーナ及びサブアリーナ）は選挙の開票所になります。急遽、選

挙が行われる場合、利用予定の団体に連絡し、調整をしてください。また、開票の際、鍵

の管理など施設管理者として協力をしてください。 

  エ （公財）港区スポーツふれあい文化健康財団、（一財）港区体育協会との連携 

港区スポーツふれあい文化健康財団、港区体育協会がスポーツセンターや運動場を会場

とした事業を実施します。施設利用に協力をしてください。回数等は実績を参考にしてく

ださい。 

  オ 介護予防総合センター（ラクっちゃ）との連携 

       複合施設内の介護予防総合センターと連携し、スポーツセンタープールやサブアリーナ

を利用した高齢者の介護予防事業や講座、スポーツセンター利用者の健康チェックなどを、

主催を明らかにして実施をしてください。事業連携にあたっては区、教育委員会、指定管

理者で協議し、定期的に会合を持ちます。 

カ 健康増進センター（ヘルシーナ）との連携 

    健康増進センター（港区赤坂４－18－13）と連携し、スポーツセンターを利用した区民

の健康増進のための事業などを、主催を明らかにして実施をしてください。 

事業連携にあたっては、区、教育委員会、指定管理者で協議し、定期的に会合を持ちます。 

  キ レクリエーション団体、障害者団体、福祉団体等との連携 

    レクリエーション団体、障害者団体、福祉団体等のスポーツセンター、運動場の施設利

用に協力をしてください。 

ク 世界大会等に関わる業務 
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スポーツセンター（アリーナ及びサブアリーナ）は練習会場や合宿先に指定される場合が 

ありますので、急遽、指定された場合、利用予定の団体に連絡し、調整をしてください。 

２ 施設の維持管理 

（１）施設の維持管理業務 

指定管理者が行う維持管理に関する業務は、施設（敷地内全ての付帯施設を含む。）を適

切かつ良好な状態で維持管理するとともに、スポーツ施設として健全に運営し、以下の業務

及びそれに付随する全ての事務を行います。 

業務の内容及び範囲について、教育委員会が要求する業務の基準は、「港区立スポーツ施

設業務基準書」（別紙２）、「スポーツセンター業務仕様書」（別紙３）、「港区立運動場業務仕

様書」（別紙４）及び「氷川武道場業務仕様書」（別紙５）を参照してください。 

また、スポーツセンターが入る複合施設の主たる管理者は芝浦港南地区総合支所です。主

たる管理者との施設管理に係る分担業務は下記の「スポーツセンターの管理に係る分担業

務」を参照してください。また、施設の運営にあたっては、支所及び各施設指定管理者と情

報共有、日常的な連携を図ってください。 

さらに、氷川武道場が入る複合施設は、特別養護老人ホームサン・サン赤坂及び高齢者在

宅サービスセンターサン・サン赤坂を保健福祉支援部高齢者支援課が、赤坂子ども中高生プ

ラザを赤坂地区総合支所管理課がそれぞれ運営しています。施設管理に係る分担業務は下記

の「氷川武道場の管理に係る分担業務」を参照してください。また、施設の運営にあたって

は、保健福祉支援部高齢者支援課・赤坂地区総合支所管理課及びその指定管理者と情報共有、

日常的な連携を図ってください。 

 

ア 環境衛生（花壇管理、清掃等）に係る業務 

（ア）敷地内の日常、定期及び特別清掃を行うこと 

（イ）廃棄物の処理を行うこと 

（ウ）植栽の管理を行うこと 

  イ 設備機器の取扱いに係る業務 

（ア）電気設備保守点検を行うこと 

（イ）空気調和設備保守点検を行うこと 

（ウ）給排水衛生設備保守点検を行うこと 

（エ）エレベーター保守点検を行うこと。なお、これについては別紙５「昇降機維持保全業 

務標準仕様書」に基づき行うこと 

（オ）自動扉保守点検を行うこと 

（カ）防犯カメラ保守点検を行うこと 

（キ）音響機器の点検を行うこと 

（ク）消防設備・避難設備保守点検を行うこと 

（ケ）設備機器等の簡易な修繕を行うこと 

ウ 警備に係る業務 

（ア）施設利用者及び施設（複合施設は除く）に関する警備を行うこと 

（イ）自転車駐輪場等については、放置自転車等により施設利用者が使用できないことのな 

49



14 

 

いよう、必要に応じ適正な利用策を講ずること 

  エ 軽易な修繕及び整備業務 

１件当たり 130 万円以下の軽易な修繕等を行うこと 

オ 備品、消耗品の取り扱い及び管理に係る業務 

（ア）指定管理者は、物品の管理業務を適正に行うため、物品管理責任者を配置すること 

（イ）物品整理簿を作成し、常に数量、使用場所、使用状況等の把握に努めること 

（ウ）備品、消耗品等を常に良好な状態に保つこと 

  カ 区の広報物の配布や懸垂幕の掲示協力 

 

○スポーツセンターの管理に係る分担業務 

       施 設 

分担業務  
芝浦港南地区総合支所 

スポーツセンター指定管理者 

（費用負担含む） 

防災センター、警備 

駐車場管理 
○  ―  

施設内設備の維持管理 ○ 空調等の管理 △ プール設備や備品の維持管理 

エレベーターの日常点 

検 
○ 業者による点検 ○ 専有部エレベーターの日常点検 

清掃 ○ 共用部・窓等の清掃 △ 専有部のみ 

廃棄物処理 ○ 

産業廃棄物、事業等 

に伴う廃棄物処理 

等 

（その他のごみの

処分） 

△ 

産業廃棄物、事業等に伴う廃棄 

物処理等 

（粗大ごみの処分・支払、その

他のごみの支払） 

施設修繕 

（施設毎の備品等） 
―  ○ 

1件130万円以下の軽易な修繕及

び整備、軽微な備品の修繕及び

整備 

消耗品交換 ○ 非常用照明の交換 △ 
プール・アリーナ等の照明交換 

衛生用品の交換 

植栽管理 ○  ―  

電話契約工事 ―  ○  

電信料 ―  ○  

                     ＊○＝実施する業務  △＝一部実施する業務 
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○氷川武道場の管理に係る分担業務 

  

以下の指定管理者 

・特別養護老人ホーム 

サン・サン赤坂 

・高齢者在宅サービスセンタ

ー 

サン・サン赤坂 

・赤坂子ども中高生プラザ 

氷川武道場指定管理者 

（費用負担含む） 

施設内設備の維持管理 ― 

 

○  

清掃 △ 共用部は別途協議 ○ 
専有部のみ 

共用部は別途協議 

廃棄物処理 ―  ○  

施設修繕 

（施設毎の備品等） 
△ 共用部は別途協議 ○ 

専有部のみ 

共用部は別途協議 

消耗品交換 ― 
 

○  

電話契約工事 ―  ○  

電信料 ―  ○  

                    ＊○＝実施する業務  △＝一部実施する業務 

（２）安全・安心に関する業務 

ア 災害や事故の発生などの緊急時において、「港区危機管理基本マニュアル（改訂版）」

（別紙６）に基づき、「緊急対応マニュアル」を作成し、利用者等の避難誘導、関係機関

への通報、傷病者の医療機関への搬送の付き添い（未成年者及び付添がいない場合等）、

安全確保、通報・連絡等の迅速かつ的確な対応を行ってください。 

イ 休日・夜間の連絡体制を確立してください。 

ウ 区有施設等安全点検及び点検報告(日常点検・総点検・エレベータ点検確認) 

「港区立学校その他の教育機関の施設等の安全管理に関する要綱」、「港区立学校その他

の教育機関の施設等安全管理業務実施要領」、「昇降機維持保全業務標準仕様書」（別紙５）

に基づく安全管理体制の整備、日常安全点検等を実施してください。 

エ 震災及び新型インフルエンザが発生した場合等を想定し、「港区業務継続計画」に基づ

き、開館時間外の災害その他あらゆる緊急事態、非常事態に際して、従事職員用の食料等

の確保や業務体制の整備など速やかに対応できる体制を整えてください。なお、港区防災

対策基本条例に基づく、事業者の責務を負うものとします。 

オ ＡＥＤの日常作動点検を行い、保守管理を行ってください。 

カ 上記アからオまでを適切に遂行するために、事件・事故の際の対応を定め、職員研修の

実施等を行ってください。 

キ  利用者に対する見守り、声掛け、相談、区民の声を様々な方法で聴取する等、支援を行 

ってください。 

ク 防災課、各総合支所等との防災無線や避難所運営等の訓練に参加又は協力してください。 

ケ 災害時は教育委員会の指示に基づき区民の安全確保のため協力してください。 
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コ 管理する個人情報の保護をはじめ情報セキュリティについては、本業務に従事するすべ

ての者が「港区情報安全対策指針」（別紙７）を遵守し、漏えいの防止等の適正な管理に努

めてください。 

サ 消防法に基づき、施設の代表者（管理権限者）及び防火防災管理者を選任するとともに、

両者により共同防火防災管理協議会を設置し、共同防火防災体制に協力してください。 

シ 消防法に基づき、日常の火災予防・震災対策又は万一の場合に円滑な行動ができるよう、

消防計画を作成してください。また、点検報告書の提出期日を遜守し、消防署に提出して

ください。 

ス 指定管理者は、防犯カメラの運用又は保守点検を行うに当たっては、「港区教育委員会

が管理する施設における防犯カメラの設置及び運用に関する基準」を遵守してください。 

セ 火災・地震等による被害が発生した場合に、通報・初期消火・避難誘導等の活動が円滑

に実施できるよう、消防法に基づき自衛消防地区隊を結成し、施設相互協力により災害活

動にあたってください。 

スポーツセンターは、ア～セのほか、以下の業務を行ってください。 

ソ スポーツセンターは、区民避難所に指定され、同時に施設内に防災備蓄倉庫を配置して

います。このため、区が区民避難所を開設した際には、別途締結する災害時協定に基づき

対応してください。また、複合施設内のスポーツセンターの専有部は、指定管理者の責任

において、施設利用者等の安全・安心を確保する管理運営を行います。ただし、大規模複

合施設であることを踏まえ、緊急を要する場合などには、芝浦港南地区総合支所長が利用

者等の安全・安心に係る各施設への指示や全体の指揮をとります。 

タ スポーツセンターは、震災が発生したときには、防災課、芝浦港南地区の災害対策地区

本部及び区内最大規模の避難所として地区の防災拠点となります。芝浦港南地区総合支所

が作成する複合施設全体の災害対応マニュアル作成に協力してください。また、芝浦港南

地区総合支所等との防災無線や避難所運営等の訓練に参加又は協力してください。 

チ スポーツセンターを津波避難ビルに指定した際には、別途締結する津波避難ビルに関す

る協定に基づき対応してください。 

ツ スポーツセンターの運営を定期的に検証・評価するとともに、大規模施設ならではの課

題への速やかな対応を行うため、芝浦港南地区総合支所が設置する施設運営協議会に参加

してください。 

 

３ 管理運営の基準 

（１）関係法令等の遵守 

   指定管理者は、以下に掲げるものをはじめとした関係法令等を遵守し、施設の管理運営を

行ってください。 

ア 港区スポーツセンター条例と施行規則及び運営要綱 

イ 港区立運動場条例と施行規則及び各運営要綱 

ウ 港区立武道場条例と施行規則及び運営要綱 

エ 港区スポーツ施設等に関する登録・予約要綱 

オ 港区立運動施設等の利用料金及び使用料の減免に関する事務処理要綱 
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カ 教育基本法 

キ 社会教育法 

ク 地方自治法 

ケ 労働関係法（労働基準法、最低賃金法、労働安全衛生法等） 

コ 個人情報の保護に関する法律 

サ 港区個人情報保護条例及び施行規則 

シ 港区情報公開条例及び施行規則 

ス 港区環境基本条例 

セ 港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例及び施行規則 

ソ 港区有施設の安全管理に関する要綱 

タ 港区防災対策基本条例 

チ 港区暴力団排除条例 

ツ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

テ  港区立学校その他の教育機関の施設等の安全管理に関する要綱 

ト 港区立学校その他の教育機関の施設等安全管理業務実施要領 

ナ その他施設の管理運営業務及び各種事業実施に関わる各種法令・条例等 

 

（２）区が定める指針等への対応 

以下の主な指針等を十分認識の上、積極的に区と連携してください。 

ア 港区指定管理者制度運用指針 

イ 港区情報安全対策指針 

ウ 港区環境マネジメントシステムハンドブック 

エ 港区区有施設受動喫煙防止対策基本方針 

オ 港区行政情報多言語化ガイドライン 

カ （公社）港区シルバー人材センター及び区内障害者授産施設等への優先発注 

キ 区内中小事業者への優先発注 

ク 港区の契約における暴力団等排除に向けた基本方針 

ケ 港区の職員ハラスメントの防止等に関する要綱 

コ 港区職員接遇マニュアル「あったかマナーみなと」 

サ 港区職員の障害を理由とする差別の解消の推進に関する要綱 

シ 港区スポーツ推進計画 

ス 港区が発注する契約に係る業務に従事する労働者等の労働環境確保の促進に関する要綱 

※「区が定める指針等の一覧」（別紙９）を参照してください。 

 

（３）個人情報保護 

   指定管理者は、指定管理業務を行うにあたり、個人情報を取り扱う場合は、関係法令等を

遵守し、その取扱いに十分留意し、漏えい、滅失及びき損の防止、その他の個人情報の適正

な管理のために必要な措置を講じてください。 

 

53



18 

 

（４）再委託の禁止 

指定管理業務の全部又は主たる部分を再委託することはできません。 

ただし、清掃・警備及び設備の保守点検など専門性の高い個別業務等については、教育委

員会の事前承認を得た場合に限り、再委託ができます。 

なお、芝浦南ふ頭公園運動広場、氷川武道場については、施設の性質上、併設施設の管理 

者に施設管理を委託しています。 

 

（５）地域との連携 

地域の町会・自治会や、その他関係団体など、地域と良好な関係を築くため、地域の行事 

やイベントに参加するなど、積極的に交流を図ってください。 

 

（６）教育委員会と指定管理者の役割及び管理責任の分担 

ア 役割分担        （◎：主体的な役割 ○：補助・助言・指導する役割） 

項  目 指定管理者 教育委員会 

設置者としての責務  ◎ 

スポーツセンター、運動場、武道場の管理運営 ◎ 
○ 

条例・規則事項 

施設の管理（設備、物品の管理） ◎ ○ 

施設の占用・行為許可  ◎ 

苦情対応 ◎ ○ 

緊急時の対応（事件・事故等） ◎（※） ◎（※） 

施設の安全対策（安全点検・整備・改修等） ◎（※） ◎（※） 

広報・PR ◎ ○ 

事業運営 ◎ ○ 

（※）設置者としての責任は教育委員会にあり、管理責任は指定管理者にあることを示します。 
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イ 管理責任の分担                   （○：主たる分担者） 

項   目 内   容 

管理責任分担 

教育 

委員会 

指定 

管理者 

１ 法令等の変更 

(1) 
指定管理業務に影響を及ぼす法

令等の変更 
○  

(2) 
上記以外の指定管理者自身に影

響を及ぼす法令等の変更 
 ○ 

２ 税制の変更 
(1) 

指定管理業務に影響を及ぼす税

制の変更 
○  

(2) 上記以外の一般的な税制の変更  ○ 

３ 物価変動 (1) 
指定期間中の物品費、人件費等物

価変動に伴う経費の増加 
 ○ 

４ 金利変動 (1) 
指定期間中の金利変動に伴う経

費の増加 
 ○ 

５ 書類 

(1) 
教育委員会が作成した書類に起

因する事項 
○  

(2) 
指定管理者が作成した書類に起

因する事項 
 ○ 

(3) 
両者記名捺印した協定書に起因

する事項 
相互で協議 

６ 指定管理者の指定 

(1) 

教育委員会の事由により指定管

理者の指定が議会で議決されな

い場合 

○  

(2) 

指定管理者候補者の事由により

指定管理者の指定が議会で議決

されない場合 

 ○ 

７ 
指定管理業務の変更

及び経費の変動 

(1) 
教育委員会の事由による指定管

理業務の変更に伴う経費の増加 
○  

(2) 
上記以外の事由による指定管理

業務の変更及び経費の増加 
 ○ 

８ 住民対応 

(1) 地域との協調  ○ 

(2) 

指定管理業務及び自主事業の内

容に対する住民からの苦情、要望

等 

 ○ 

(3) 
上記以外の区政全般への苦情、要

望等 
○  

９ 環境問題 

(1) 
施設又は用地からの有害物質等

の発生 
○  

(2) 

指定管理業務及び自主事業に起

因する有害物質の排出・漏洩、騒

音、振動、光、臭気等に関するも

の 

 ○ 

10 不可抗力 (1) 

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地

震、落盤、火災、争乱、暴動その

他の区又は指定管理者の責めに

帰すことのできない自然的又は

人為的な現象）による被害の発

生、拡大及び施設・設備の復旧 

○  
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(2) 

不可抗力によるもので、指定管理

者の対応の遅れ、施設管理の不備

等による被害の発生、拡大及び施

設・設備の復旧 

 ○ 

11 施設の損傷 

(1) 
指定管理者の故意又は過失によ

るもの 
 ○ 

(2) 
施設の設計・構造上の瑕疵による

もの 
○  

(3) 

上記以外の経年劣化、第三者行為

（相手方が特定できないもの）等

によるもの（１件１３０万円を超

えるもの） 

○  

(4) 

上記以外の経年劣化、第三者行為

（相手方が特定できないもの）等

によるもの（１件１３０万円以下

のもの） 

 ○ 

12 備品（Ⅰ種）の損傷 

(1) 
指定管理者の故意又は過失によ

るもの 
 ○ 

(2) 

上記以外の経年劣化、第三者行為

（相手方が特定できないもの）等

によるもの 

○  

13 施設等の保守点検 

(1) 
教育委員会の事由による保守点

検の増加 
○  

(2) 
指定管理者の責め及び保守点検

の不備による保守点検の増加 
 ○ 

14 第三者への賠償 

(1) 
指定管理者の責めに帰すべき事

由により第三者に生じた損害 
 ○ 

(2) 
上記以外の事由により第三者に

生じた損害 
○  

15 セキュリティ 

(1) 
指定管理者の警備不備による情

報漏洩、犯罪発生等 
 ○ 

（2） 
上記以外の事由による情報漏洩、

犯罪発生等 
○  

16 使用料等の管理 (1) 

施設利用者から徴収又は収納し

た使用料、事業に伴う金銭の盗

難・紛失 

 ○ 

17 指定期間の終了 

(1) 

指定期間終了の場合（指定期間の

満了以前の取消し等による場合

を含む。）における区又は区が指

定するものに対する業務の引継

ぎに要する費用 

 ○ 

(2) 

指定期間終了の場合（指定期間の

満了以前の取消し等による場合

を含む。）における原状復帰に要

する費用 

 ○ 
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（備考） 

２-(1)消費税率の変更を想定した規定です。 

２-(2)収益関係税、外形標準課税など指定管理者自身に影響を及ぼす税制の変更を想定した規

定です。 

 

４ 運営経費に関する事項  

（１）指定管理料の支払 

指定管理料の額は、提案のあった経費を上限とし、教育委員会の予算の範囲内で支払うも

のとします。支払方法、支払時期については、基本協定書・年度協定書で定めます。 

受託経費見積書は、区が定める次の６つの経費区分に従って作成してください。 

なお、区の会計事務と同様、原則、経費区分間の流用はできないものとし、やむを得ない

理由で流用する際は、教育委員会と協議の上決定するものとします。 

ア 職員人件費 

  施設に勤務する職員等（管理運営体制に記載した職員等）にかかる人件費 

※ 事業計画に基づく施設職員の確実な配置及び当該職員の人件費を保障する観点や、 

指定管理者の経営努力による経費節減が見込まれないことから、予算額と実績額の差額

を清算します。清算方法の詳細については、基本協定書で定めます。 

※ 人件費の積算に当たっては、職員（再委託した業務に従事する職員を含みます。）の

最低賃金水準額を遵守してください。最低賃金水準額は、「港区が発注する契約に係る

業務に従事する労働者等の労働環境確保の促進に関する要綱」により定めた金額と同額

です。令和５年度は（一般事務・時給額）1,160 円です。なお、金額は、毎年度見直し

ます。 

イ 光熱水費（スポーツセンター除く） 

施設の維持管理に必要な電気料金、ガス料金、水道料金 

※ 光熱水費（電気、ガス、水道代）については、予算額と実績額の間に乖離が生じる   

可能性が高いことから、予算額と実績額の差額を清算します。清算方法の詳細について

は、基本協定書で定めます。なお、スポーツセンターの光熱水費は教育委員会が支払い

ます。 

ウ 修繕費 

施設の修繕に必要な経費 

※ 指定管理者が作成した修繕計画に基づき教育委員会が優先順位を設定し、１件130万

円以下の建物躯体や建物設備の保全のための軽易な修繕及び整備費用（併設施設部分を

含む。）については、指定管理料に含めます。 

※ 1件130万円を超える修繕は、指定管理料とは別に教育委員会が実施しますので受託経

費見積には含めないでください。 

※ 予算額と実績額の間に乖離が生じる可能性が高いことから、予算額と実績額の差額を

清算します。清算方法の詳細については、基本協定書で定めます。 

エ 事業運営費 

施設で実施する各種事業に必要な経費 

※ 当該経費について清算はありません。ただし、事業の中止等で実績が事業計画におけ

る見込みを下回ったことによる執行残額は教育委員会に返還します。清算方法の詳細に

ついては、基本協定書で定めます。 
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オ 施設管理経費 

施設の維持管理に必要な保守・検査業務、清掃業務、警備業務、廃棄物処理等にかかる経 

費 

※ 当該経費について清算はありません。ただし、事業の中止等で実績が事業計画におけ

る見込みを下回ったことによる執行残額は区に返還します。清算方法の詳細については、

基本協定書で定めます。  

カ その他経費 

   上記のいずれにも該当しない経費 

本社が労務管理などの業務を一括して行うために施設（事業所）が負担する経費、施設を

本社などが支援するために必要な経費、民間企業等の利益など 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 経費の計上に当たっては、本社が担う役割や業務内容、利益の算定方法など積算根拠を

明らかにする資料を必ず添付してください。 

 

（２）備品購入の取扱い 

１点予定価格５万円（税込）を超える備品については、教育委員会が必要と認めた場合に

限り、教育委員会が購入し、無償で貸与します。備品の管理は指定管理者の責務とします。 

なお、スポーツセンターのトレーニングパークのトレーニング機器は令和６年４月１日

から指定管理者がリースし管理してください。トレーニング機器は、障害者スポーツの普

及につながるようユニバーサルデザインの機器も導入してください。 

 

（３）収入 

ア 利用料金 

港区立スポーツ施設は「利用料金制度」を導入し、その利用料金は指定管理者の収入と

します。利用料金の額は、条例で定める額を上限とし、その範囲内で、指定管理者が区長

の承認を得て定めます。なお、消費税は利用料金の内税として扱います。 

利用料金制を適用する本施設の業務については、事業所税の課税対象となる可能性があ

ります。特別区においては、東京都が事業所税事務を所管していますので、港区の区域を

所管する港都税事務所へお問合せください。 

イ 指定管理料 

指定管理料は、応募時に指定管理期間内の算出額及び算出根拠を資金・収支計画書で年度

ごとに示し、管理運営経費から施設運営収入（利用料金等収入）を減じた額を提案してくだ

さい。これまでの収入額については、別途資料で提示しますので、それを参考に算定してく

ださい。 

原則として提案のあった経費を上限とし、教育委員会の予算の範囲内で支払うものとしま

す。利用料金収入が当初の見込みを超え利益が発生した場合、その扱いに関する考え方（納

付割合等）を提案してください。利用料金収入が想定より下回った場合は、災害等のやむを

えない場合を除き、当初提案の指定管理料の損金補填等は行いません。 

「その他経費」における本部経費の内訳について 

事務管理経費 本社(本部)等による施設支援に係る、人件費等、会議費、出張費等 

運営費 本社(本部)等による施設支援に係るシステム維持管理費、賃借料、光熱水費、

リース料等 

租税公課 消費税、事業所税等 
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区が施設を利用する場合は、指定管理者に利用料金を支払いません。また、教育委員会は

条例及び規則で定めるところにより、利用料金を減額又は免除をすることができます。教育

委員会が設定する減免基準を適用してください。 

区が施設を利用する場合及び減免による利用料金収入の減収については、指定管理料に当

該減収分が見込まれているものとし、補填等は行いません。それを見込んで提案を行ってく

ださい。 

なお、事業実施に要する経費のうち、参加者個人に直接かかる経費（材料費など）は区の

考え方に基づいて徴収できます。その他については、区と指定管理者が協議の上決定します。 

 

（４）銀行口座の開設 

本業務の実施に係る支出及び収入を適切に管理するため、本業務に固有の銀行口座を開設

し、適切な運用を図るものとします。 

 

（５）損害賠償保険 

施設運営に当たり、指定管理者が業務を行うに当たって施設に損害が生じた場合に対応す

る「施設賠償責任保険」と施設利用者等に損害が生じた場合の損害賠償額を担保するための

「第三者賠償保険」に必ず加入します。指定管理者が加入すべき保険の基準は、「特別区自

治体総合賠償責任保険制度」で定める金額とします。 

 

（６）消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）への対応 

   令和５年１０月から導入が予定されている消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制

度）において、利用料金等の収受に際し、登録番号、適用税率、消費税額等を記載した適格

請求書（インボイス）の利用者への交付が想定されます。指定管理者においては、インボイ

スの事業者登録をはじめ、必要な対応をお願いします。 

 

（７）その他 

その他、本要項に定めのない事項については、教育委員会と指定管理者が協議の上決定し、

協定書により定めます。 
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Ⅲ 選定手続 

１ 公募の手続・手順 

（１）申請者の資格 

地方自治法第 244 条の２第３項に規定する法人その他の団体で、次のアからクの全てに該

当する者 

ア スポーツ施設の運営に熱意を持ち、施設の効用を最大限に発揮するとともに効率的な 

管理運営を図ることができる者 

イ 指定期間中、事業の管理運営を安定して行う物的能力、人的能力を有している者 

ウ 港区議会議員、区長、副区長、教育長並びに地方自治法第 180 条の５第１項に規定する

委員会の委員及び委員が、無限責任社員、取締役、執行役若しくは監査役若しくはこれら

に準ずべき者、支配人又は清算人となっていない法人や、その他の団体。また、区が資本

金、基本金その他これらに準ずるものの二分の一以上を出資している法人その他の団体で

あって、区議会議員以外の者が役員等となっているものも可とする。 

エ 港区スポーツ推進計画に基づき、教育委員会と密接に連携して管理運営を行うことがで

きること 

オ スポーツ施設またはこれに類する施設における良好な管理運営の実績を有すること 

カ スポーツ施設の利用者に対し、満足度の高いサービスを提供することができること 

キ 本店、支店、事業所等のいずれかが、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県内のいずれか

にある法人又はその他の団体であること 

ク 団体又はその代表者が以下のいずれかに該当しないこと 

（ア）地方自治法施行令第 167 条の４第２項及び第 167 条の５第１項（同項を準用する場合

を含む。）の規定により港区における一般競争入札等の参加を制限されている者 

（イ）破産法に基づく破産手続き開始の申立てをしている者 

（ウ）会社更生法に基づく更正手続き開始の申立てをしている者 

（エ）民事再生法に基づく更正手続き開始の申立てをしている者 

（オ）国税又は地方税を滞納している者 

（カ）地方自治法第 244 条の２第 11 項の規定により指定管理者の指定の取消し（法人格の

変更等に伴う指定の取消しを除く。）を受けてから２年間が経過していない者 

（キ）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条に掲げる暴力団、又は暴力団

若しくはその構成員若しくはその構成員でなくなった日から５年を経過していない者

の統制下にある団体 

 

（２）複数の団体による共同申請 

ア 複数の団体で共同事業体（以下「グループ」という。）を結成し、グループとして申請

することも可能です。その場合は、申請時にグループを結成し、適切な名称を設定の上、

代表団体（他の団体は構成団体とします。）を定めてください。グループ内のすべての団

体が上記（１）申請者の資格（エを除く）に該当することが必要です。 

イ 共同事業体で、法人等を設立する場合は、指定管理者の指定の議決までに、法人登記事    

項証明書又はそれに代わる書類等を提出してください。 

ウ 当該グループの代表団体及び構成団体は、別のグループ又は単独により申請することは

できません。 

エ 代表団体及び構成団体の変更は原則として認めません。ただし、教育委員会が業務遂行

上の支障がないと判断した場合に限り、変更できるものとします。 
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（３）公募等の日程 

 公募要項発表         令和５年２月 20 日（月） 

 公募説明会          令和５年３月６日（月） 

 現地見学会（スポーツセンター）令和５年３月６日（月） 

 現地見学会（武道場）     令和５年３月６日（月） 

 現地見学会（運動場）     令和５年３月７日（火）から 

               令和５年３月８日（水）まで 

 質疑受付           令和５年２月 20 日（月）から 

令和５年３月 10 日（金）まで 

 質疑回答           令和５年３月 24 日（金） 

 申請書類受付（第一次提出）  令和５年２月 20 日（月）から 

令和５年５月 12 日（金）まで 

 計画書類受付（第二次提出）  令和５年２月 20 日（月）から 

               令和５年５月 26 日（金）まで 

 第一次審査（書類審査）    令和５年６月 14 日（水）予定 

 第二次審査（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ）    令和５年６月 28 日（水）予定 

 指定管理者候補者選定     令和５年７月下旬予定 

 指定管理者の指定       令和５年 10 月下旬予定 

 

（４）公募説明会及び現地見学会の開催 

公募に係る説明及び施設の内観・外観や設備等の見学を目的とし、公募説明会兼現地見学

会を開催します。応募を予定する団体は、本説明会にご参加ください。 

  ※各予定時刻は前後する恐れがありますので、ご了承下さい。 

 

ア 公募説明会 

日時    令和５年３月６日（月）  

午後１時 15 分から午後２時まで 

場所    港区スポーツセンター４階第１会議室 

イ 港区スポーツセンター現地見学会 

    日時    令和５年３月６日（月） 

 午後２時 15 分から午後３時 15 分まで 

    場所    港区スポーツセンター 

  ウ 武道場現地見学会 

    日時    令和５年３月６日（月） 

 午後４時 15 分から５時 15 分まで 

    場所    氷川武道場 

    ※現地集合でお願いします。 

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

エ 運動場現地見学会 

日時    令和５年３月７日（火）から令和５年３月８日（水） 
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      各日午前９時から午後５時まで 

場所    各運動場 

※上記期間で自由見学ですが、来訪予定日時をお知らせください。 

※各運動場開場時間内で利用者の妨げにならないようお願いします。 

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

オ 参加申込 

    公募説明会・現地見学会参加申込書を令和５年３月３日（金）午後５時までにメールで

送付してください。（会場の都合上、１者２名まででお願いします） 

 

（５）申請手続（第一次提出） 

応募を希望する事業者は、下記の書類を提出してください。 

 

提 出 書 類 様式 

部数 

正本 副本① 副本② 

① 指定管理者指定申請書 【様式１】 １部 － － 

 

 

 

 

 

 

 

≪共同事業体の場合≫ 

[Ａ]共同事業体構成書 
様式Ａ 

 

１部 

 

１部 

 

11 部 

[Ｂ]共同事業体協定書兼委任状 様式Ｂ １部 ― ― 

[Ｃ]宣誓書 様式Ｃ １部 ― ― 

[Ｄ]安定運営の取組 様式Ｄ １部 １部 11 部 

② 宣誓書 【様式２】 １部 ― ― 

③ 定款、寄附行為又はこれに類するもの（最新のもの） － １部 １部 ― 

④ 
法人の登記事項証明書（全部事項証明書） 

（申請日前３か月以内に発行されたもの） 
－ １部 １部 ― 

⑤ 
印鑑証明書 

（申請日前３か月以内に発行されたもの） 
－ １部 １部 ― 

⑥ 預金残高証明書（最新の決算期末日現在のもの） － １部 １部 ― 

⑦ 事業者の概要 

 

<<公益法人の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 

・ 事業経歴、役員（理事・評議員）名簿、法

人運営に関する基本的な考え方、理念、障害者

雇用率 等 
 

 

【様式３】 

 

 

 

 

１部 

 

 

 

 

１部 

 

 

 

 

11 部 
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イ 決算書類（直近の決算期３期分） 

・ 収支計算書（収支計算書、正味財産増減計

算書、貸借対照表、財産目録、計算書類に対す

る注記） 
 

ウ 事業報告書（直近の決算期３期分） 
 

エ 収支予算書（今年度に係るもの） 
 

オ 事業計画書（今年度に係るもの） 
 

カ 監事の監査報告書 
 

 
様式自由 

 

 
 

様式自由 
 

様式自由 
 

様式自由 
 

様式自由 
 

 

１部 

 

 
 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

 

１部 

 

 
 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

 

― 

 

 
 

― 
 

― 
 

― 
 

― 
 

<<ＮＰО法人の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 

・ 事業経歴、役員名簿、法人運営に関する基

本的な考え方、理念、障害者雇用率 等 

 

イ 決算書類（直近の決算期３期分） 

・ 収支計算書、貸借対照表、財産目録 

 

ウ 事業報告書（直近の決算期３期分） 

 

エ 監事の監査報告書 

 
※上記のイ～エについては、特定非営利活動促進法及び

内閣府令に基づくものを提出してください。 

 

【様式３】 

 

 
様式自由 

 
 

様式自由 
 

様式自由 
 

 

 

 

１部 

 

 

１部 

 
 

１部 
 

１部 
 

 

 

 

１部 

 

 

１部 

 
 

１部 
 

１部 
 

 

 

 

11 部 

 

 

― 

 
 

― 
 

― 
 

 

 

<<医療法人の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 

・ 事業経歴、役員名簿、法人運営に関する基

本的な考え方、理念、障害者雇用率 等 
 

イ 損益計算書（直近の決算期３期分） 
 

ウ 貸借対照表（直近の決算期３期分） 
 

エ 株主資本等変動計算書 （直近の決算期３期分） 
 

オ 付属明細書（直近の決算期３期分） 
 

カ 監事の監査報告書 
 

※上記のイ～カについては、病院会計準則に従ったもの

を提出してください。エについては、社員総会での承認

日を付記してください。オについては、法人税確定申告

書に添付した勘定科目内訳書の写しで代替してもかま

 

【様式３】 

 

 
様式自由 

 
様式自由 

 

様式自由 
 

様式自由 
 

様式自由 

 

 

 

 

 

 

１部 

 

 

１部 

 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

 

 

 

 

 

１部 

 

 

１部 

 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

１部 
 

 

 

 

 

 

11 部 

 

 

― 

 

― 
 

― 
 

― 
 

― 
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いませんが、その場合には税務署に提出した全てのもの

を提出し、謄本である旨の代表者の署名、捺印を付して

ください。都道府県提出決算書を別途作成している場合

には、当該決算書の写しも提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<<株式会社の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 

・ 事業経歴、役員名簿、法人運営に関する基本的

な考え方、理念、障害者雇用率 等 

 

イ 決算書類（直近の決算期３期分） 

・ 営業報告書 

・ 貸借対照表 

・ 損益計算書 

・ 注記事項（重要な会社方針、貸借対照表注記、 

損益計算書注記） 

・ 株主資本等変動計算書 

・ 付属明細書 

 

※決算書類は、会社法及び会社法計算施行規則に従った

ものを提出してください。 

※連結決算を行っている親会社又は子会社がある場合

は、連結財務諸表も提出してください。 

※株主資本等変動計算書は、社員総会又は株主総会での

承認日を付記してください。 

※付属明細書は、法人税確定申告書に添付した勘定科目

内訳書の写しで代替することも可能です。その場合、税

務署に提出した全てのものを提出し、謄本である旨の代

表者の署名、捺印を付してください。なお、申請書類提

出時点において、既に最近の決算期末日が到来している

法人で、未だ決算が確定していない場合には、直近の決

算期末の経営成績及び財政状態の参考となる資料（例：

試算表、予想損益計算書、予想貸借対照表）。ただし、

過去３期分の決算書等とは別に提出してください。 

 

ウ 監査報告書 

※会計監査人（公認会計士又は監査法人）の監査を

受けている場合には、会計監査人の監査報告書も提

出してください。 
 

 

【様式３】 

 

 

 

 
様式自由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１部 

 

 

 

 

１部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１部 

 

 

 

 

１部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 部 

 

 

 

 

― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式自由 １部 １部 ― 

⑧ 
法人税、消費税、法人事業税、地方消費税の納税証

明書（直近の決算期２期分に係るもの） 
― １部 １部 ― 

⑨ 担保提供資産について 【様式４】 １部 １部 ― 

⑩ 債務の保証について 【様式５】 １部 １部 ― 
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⑪ 類似施設の管理運営実績について 

・施設名・所在地・規模等 

類似施設の運営状況 

・施設長の運営姿勢、組織運営の方針、地域社会

への取組、施設の特色あるサービス内容等 

【様式６】 １部 １部 11 部 

施設運営に関する実績一覧（任意） 【様式 6-2】 １部 １部 11 部 

施設管理に関する実績一覧（任意） 【様式 6-3】 １部 １部 11 部 

⑫ 情報セキュリティ確認チェックシート 【様式７】 １部 １部 11 部 

⑬ 労働環境チェックシート 【様式８】 １部 １部 11 部 
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（６）計画書類の提出（第二次提出） 

申請者は、下記の計画書類を提出してください。 

№ 提出書類 様式 
提出部数 

正本 副本① 副本② 

１ 法人等の団体に関する書類 

① 計画書類等提出書 【様式９】 １部 １部 11 部 

② 

資金・収支計画書 

（令和６年度から令和 10 年度まで） 
※スポーツセンター、各運動場、武道場ごとに記載して

ください 

※各年度における受託経費の増減理由も記載してくだ

さい 

※「その他経費」は、一括計上は不可です。本部経費に

ついては必ず内訳を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式 10】 １部 １部 11 部 

③ 
給与・報酬・賃金等に関する規程（最新のもの） 

※人件費の積算内訳 
様式自由 １部 １部 11 部 

④ 施設長予定者の勤務した実績を記載した書類 【様式 11】 １部 ― 11 部 

２ 管理運営計画に関する書類 

⑤ 施設運営に関する基本的な考え方 【様式 12】 １部 ― 11 部 

⑥ 職員の確保・育成に対する考え方 【様式 13】 １部 ― 11 部 

⑦ 
・苦情解決及びサービス評価に対する考え方 

・顧客満足度（CS）への具体的な取組 
【様式 14】 １部 ― 11 部 

⑧ 個人情報保護に関する考え方と具体的な取組 【様式 15】 １部 ― 11 部 

⑨ 環境に配慮した施設運営の取組 【様式 16】 １部 ― 11 部 

「その他経費」における本部経費の内訳について 

事務管理経費  

本社(本部)等による施設支援に係る、人件費等、会

議費、出張費等 

運営費  

本社(本部)等による施設支援に係るシステム維持管

理費、賃借料、光熱水費、リース料等 

租税公課 消費税、事業所税等 
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⑩  

・地震・防災等、危機管理への取組 

・区が区民避難所を開設した場合の管理運営体制

（職員体制・勤務体系の考え方）及び区民避難所運

営支援業務に関する基本的な考え方 

＊区民避難所については、スポーツセンターのみ記

載してください 

【様式 17】 １部 ― 11 部 

⑪ 
利用者の事故・怪我等及び盗難予防に対する具体的

取組み方 
【様式 18】 １部 ― 11 部 

⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理運営体制（職員体制・勤務体系の考え方） 

＊スポーツセンター、各運動場、武道場ごとに記載

してください 

【様式 19】 １部 ― 11 部 

職員配置表 

※ 港区が定める「指定管理施設雇用区分確認表」

に基づき作成 

＊スポーツセンター、各運動場、武道場ごとに記載

してください 

【様式 20】 １部 ― 11 部 

職員ローテーション表 

（雇用区分別 ①月～金 ②土 ③日） 

※ 必要に応じて祝日等も提出 

＊スポーツセンター、各運動場、武道場ごとに記載

してください 

【様式 21】 １部 ― 11 部 

⑬ 

 

 

 

 

 

 

再委託を予定している業務 
※ 委託内容、委託を行う理由、委託予定金額、委託予

定先及び選定理由等 

※ 委託先の条件は、港区の入札参加資格があること、

港区における暴力団等の排除措置を受けていない

ことです。また、区内中小企業やシルバー人材セン

ターなどを積極的に活用してください。 

【様式 22】 １部 ― 11 部 

⑭ 適正な事務執行に対する考え方 【様式 23】 １部 ― 11 部 

３ 効率的で質の高いサービスの提供 

⑮ 

・スポーツセンター、運動場、武道場における役割

と基本方針を踏まえたスポーツセンターを中心と

した施設のグループ化の取組みや考え方 

【様式 24】 １部 ― 11 部 

⑯ 
スポーツセンターのトレーニングパーク運営につ

いての考え方と具体的提案 
【様式 25】 １部 ― 11 部 

⑰ 
新規利用者拡大（実利用者数増）のための具体的提

案 
【様式 26】 １部 ― 11 部 
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⑱ 

子どもや高齢者、働き盛り世代への具体的提案のほ

か、国籍の区別なく、誰もが取り組めるスポーツ活

動の促進に対する具体的提案（計画 P.52、54、55、

65 参照） 

【様式 27】 １部 ― 11 部 

⑲ 
障害者スポーツの環境づくりと理解の促進に対す

る具体的提案（計画 P.65、66 参照） 
【様式 28】 １部 ― 11 部 

⑳ 

スポーツセンターにおける区民無料公開指導、個人

公開指導、定期練習会及び運動場、武道場における

定期練習会の考え方と具体的提案（計画 P.57 参照） 

【様式 29】 １部 ― 11 部 

㉑ 

トップアスリート（チーム）やオリンピック・パラ

リンピック選手等から専門的なアドバイスを受け

る機会の創出や、区内企業等との連携に向けた具体

的提案（計画 P.57、68 参照） 

【様式 30】 １部 ― 11 部 

㉒ 

「みる」スポーツについての具体的提案 

（プロを含むスポーツ観戦や試合の実施） 

（計画 P.52、56、66、69、70、76、77 参照） 

【様式 31】 １部 ― 11 部 

㉓ 

「支える」スポーツについての具体的提案 

（スポーツボランティアの育成、組織化及び活用方

法の考え方）（計画 P.58、69 参照） 

【様式 32】 １部 ― 11 部 

㉔ 

スポーツ・レクリエーション団体（体育協会加盟団

体・一般団体等）や総合型地域スポーツ・文化クラ

ブ（スポーカル）との連携・支援の考え方（計画 P.59、

60、61 参照） 

【様式 33】 １部 ― 11 部 

㉕ 

併設施設の介護予防総合センター（ラクっちゃ）及

び類似施設の健康増進センター（ヘルシーナ）との

連携に関する具体的提案 

（計画 P.74 参照） 

【様式 34】 １部 ― 11 部 

㉖ 

・ＩＣＴ等による先端技術を活用したスポーツ活動

の推進について具体的提案（計画 P.76 参照） 

・各種情報発信、情報提供に関する考え方と具体的

提案（計画 P.77 参照） 

【様式 35】 １部 ― 11 部 

㉗ 
・利用料金についての提案 

・見込みを超えた利益の扱いに関する提案 
【様式 36】 １部 ― 11 部 
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㉘ 
・ 受託経費見積書 

※ 各内訳を示し、積算根拠を明らかにする資料を

添付してください。 

※ 「その他経費」は、一括計上は不可です。本部

経費については必ず内訳を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式 37】 １部 １部 11 部 

㉙ 提案事業計画 【様式 38】 １部 ― 11 部 

㉚ 自主事業計画 【様式 39】 １部 ― 11 部 

４ その他 

㉛ 

・区内中小事業者の活用及び区民雇用の促進につい

ての考え方 

・高齢者、障害者の雇用促進についての考え方 

【様式 40】 １部 ― 11 部 

 

（７）提出書類に関する留意事項 

ア 申請書類、計画書類提出後の内容変更は、提出締切日まで受け付けます。 

イ 上記のほか、教育委員会が必要とする書類の提出を求めることや、ヒアリングを実施す 

る場合があります。 

ウ 申請書類等の著作権は、作成した団体に帰属します。ただし、提出された応募書類は返 

却できません。教育委員会の責任において一定期間保管後、廃棄します。 

エ 副本①は正本をそのまま複写、副本②は法人名など応募事業者が特定できる部分をマス

キング（黒塗り）のうえ、提出してください。 

オ 提出書類はＡ４判タテ１枚のみ（両面可）で作成（所定の様式が定められているもの、

パンフレット類を除く。）し、順序どおりにファイル（Ａ４サイズ、２穴）に左綴じで作

成してください。 

カ 文字のフォントについては次の通りです。 

（ア） 本文 「BIZ UD 明朝 Medium フォント」 

（イ） 見出し「BIZ UD ゴシック」 

（ウ） フォントサイズ「１１」 

キ 申請書類には、前記（５）の提出書類№①～⑬の見出しを、計画書類には前記（６）の

提出書類№１①～№４㉛の見出しをインデックスでつけ、通しでページ番号を付してくだ

さい。 

「その他経費」における本部経費の内訳について 

事務管理経費 本社(本部)等による施設支援に係

る、人件費等、会議費、出張費等 

運営費 本社(本部)等による施設支援に係るシステ

ム維持管理費、賃借 

料、光熱水費、リース料等 

租税公課 消費税、事業所税等 
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ク 正本並びに副本①②は、ファイル（Ａ４サイズ、２穴）に提出一覧表をファイルの目次

としてセットし、前記（５）の①～⑬、前記（６）の№１①～№４㉛のインデックス見出

しを貼り、提出書類を順序どおりに綴じ込み、指定部数を提出してください。 

ケ 申請書類、計画書類はそれぞれ別のファイルに綴じてください。ファイルの背表紙、表

紙に『申込施設名（申請書類・計画書類の別）』のテプラ等のシールを貼り、正本、副本

①のみ法人名を明記したシールを貼ってください。 

（例）『港区スポーツ施設（申請書類）』、『港区スポーツ施設（計画書類』等） 

コ 上記のほか、電子媒体（ＣＤ－Ｒ）に正本及び副本①、副本②（マスキングされたもの）

を入力したものを１部提出して下さい。ファイル形式は PDF 及びマイクロソフト社製 Word 

又は Excel とします。 

サ 教育委員会は、指定管理者の選考結果及び提案内容等を公表する場合、その他教育委員 

会が必要と認めるときは、無償で提出書類の全部又は一部を使用できるものとします。 

ただし、公開することにより応募者に明らかに不利益を与えると認められる書類につい 

ては公表しません。 

シ 提出書類に虚偽の記載があった場合は、失格とします。 

 

（８）応募に関する留意事項 

ア 選考委員会委員等との接触について 

公募要項の公表日以降、公募説明会・現地見学会等、教育委員会が提供する機会を除

き本件提案に関して、選考委員、区職員等への接触は禁止します。接触の事実が認められ

た場合は、失格となる場合があります。 

イ 応募の辞退について 

応募書類を提出した後、辞退する場合は、辞退届（様式自由）を提出してください。 

ウ 費用の負担について 

提案や指定後の協議に対しての参加報酬・交通費及び受託のための準備等に係る経費

は、応募者の負担とします。 

エ グループによる応募の構成団体の変更について 

グループによる応募の場合、代表団体及び構成団体の変更は原則として認めません。 

ただし、倒産や解散等、特殊な事情が認められ、かつ審査の公平性及び業務遂行上の支

障がないと教育委員会が判断したときには変更を認める場合があります。 

（９）質疑の受付及び回答 

ア 質問書の受付 

別紙質問書に必要事項を記入し、下記の提出先に、メールで送信してください。送信未

達を防ぐため、事前に電話にて連絡をお願いします。これ以外での方法（持参、郵送、電

話、口頭等）又は、期間を過ぎたものは受け付けません。 

（ア）質疑受付期間 

令和５年２月 20 日（月）～令和５年３月 10 日（金）（必着） 

午前９時から午後５時まで 

（イ）提出先    

港区教育委員会事務局  
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教育推進部教育長室 教育総務係 担当 本城・藤井・刀坂・榮 

ＴＥＬ ０３－３５７８－２７１１ 

メールアドレス minato07@city.minato.tokyo.jp 

イ 質問回答 

令和５年３月 24 日（金）を目途に、全ての質疑に対する回答書をメールで送信します。

港区ホームページでも公表します。なお、回答の際は、質問をした団体名は公表しません。 

この回答書は、本要項と一体のものとして、要項と同様の効力を有します。なお、意見

の表明と解されるものや質疑の内容（質問内容が不明瞭なもの）によっては、回答しない

ことがあります。 

 

（10）申請書類の受付 

申請を希望する法人又は団体は、次により申請してください。 

教育委員会にこれらの書類を提出した事業者を申請者とします。 

ア 提出期間  

申請書類（第一次提出）令和５年２月 20 日（月）～令和５年５月 12 日（金） 

計画書類（第二次提出）令和５年２月 20 日（月）～令和５年５月 26 日（金） 

平日の午前９時から午後５時まで 

    ※申請書類の確認を行いますので、提出に際しては、事前に下記に連絡の上、指定され 

た日時に来所してください。 

    ※申請書類は郵送でも受付可能ですが、提出期限日までの必着とします。（郵便事故等

であっても、期限日までに届いていない場合は、受付できません。到達確認の可能な

方法で送付するか、以下提出先まで電話にて到達確認を行うなど、期限日までに確実

に届く方法で送付してください。） 

    ※申請書類提出後の計画内容の変更は、提出期限まで受け付けます。 

イ 提出先 〒１０８－８５１１ 港区芝公園１丁目５番２５号  

区役所７階港区教育委員会事務局 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課 スポーツ振興係 

ＴＥＬ：０３－３５７８－２７５０ 

 

 

２ 指定管理者候補者の選考・選定  

（１）指定管理者候補者の選考 

ア 指定管理者候補者は、「港区立スポーツ施設指定管理者候補者選考委員会（以下選考委 

員会という）」において選考します。 

イ 審査方法は、応募者から提出された書類による第一次審査と、第一次審査通過者に対す 

るプレゼンテーション等を含めた第二次審査を予定しています。 

ウ 審査の過程において、選考委員による事業所の視察を行うことがあります。 

エ 審査の結果、ふさわしい候補者がいない場合、選考しない場合があります。 

オ 指定管理者候補者として選考された事業者は、辞退することはできません。 
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（２）指定管理者候補者の選定 

ア 選考委員会が選考した指定管理者候補者について、全庁的な視点から港区指定管理者選 

定委員会で審議した上で、教育委員会として指定管理者候補者を選定します。 

イ 指定管理者として指定されるまでの間に候補者に事故のあるときは、選定されなかった 

応募者のうちから新たに候補者を選定することがあります。 

ウ 指定管理者の指定は、港区議会での議決を経て行います。 

 

（３）基本的な選考基準 

ア 安定的な経営基盤を有していること 

 （公認会計士による財務状況分析を実施します。） 

  イ 法人等の団体について 

（ア）類似施設の運営 

（イ）施設長予定者の勤務した実績 

ウ 管理運営計画について 

（ア）施設運営に関する基本的な考え方 

（イ）職員の確保・育成に対する考え方 

（ウ）苦情解決及びサービス評価に対する考え方 

（エ）顧客満足度（ＣＳ）への具体的な取組 

（オ）個人情報保護に関する考え方と具体的な取組 

（カ）環境に配慮した施設運営の取組 

（キ）地震・防災等、危機管理への取組 

（ク）区が区民避難所を開設した場合の管理運営体制 

（ケ）利用者の事故・怪我等及び盗難予防に対する具体的取組み方 

（コ）管理運営体制（職員体制・勤務体系の考え方） 

（サ）再委託を予定している業務 

（シ）適正な事務執行に対する考え方 

エ 効率的で質の高いサービスの提案について 

（ア）スポーツセンター、運動場、武道場における役割と基本方針を踏まえたスポーツセン 

ターを中心とした施設のグループ化の取組みや考え方 

（イ）スポーツセンターのトレーニングパーク運営についての考え方と具体的提案 

（ウ）新規利用者拡大（実利用者増）のための教室等事業の具体的提案 

（エ）子育て世代、働き盛り世代、高齢者及び子どもに向けたスポーツ活動の促進に向けた 

具体的提案 

（オ）障害者スポーツの環境づくりと理解の促進に対する具体的提案 

（カ）スポーツセンターにおける区民無料公開指導、個人公開指導、定期練習会および運 

動場、武道場における定期練習会の考え方と具体的提案 

（キ）トップアスリート（チーム）やオリンピック・パラリンピック選手等から専門的なア 

ドバイスを受ける機会の創出や、区内企業等との連携に向けた具体的提案 

（ク）「みる」スポーツについての具体的提案（プロを含むスポーツ観戦や試合の実施） 

（ケ）「支える」スポーツについての具体的提案（スポーツボランティアの育成、組織化及び 
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活用方法の考え方） 

（コ）スポーツ団体、レクリエーション団体（体育協会加盟団体・一般団体）や総合型地域

スポーツ・文化クラブ（スポーカル）との連携・支援の考え方 

（サ）併設施設の介護予防総合センター（ラクっちゃ）及び類似施設の健康増進センター（ヘ

ルシーナ）との連携に関する具体的提案 

（シ）ＩＣＴ等による先端技術を活用したスポーツ活動の推進について具体的提案 

（ス）各種情報発信、情報提供に関する考え方と具体的提案 

（セ）利用料金についての提案 

（ソ）見込みを超えた利益の扱いに関する提案 

（タ）資金・収支計画書及び受託経費見積書 

（チ）提案事業計画 

（ツ）自主事業計画 

オ その他 

（ア）区内中小事業者の活用及び区民雇用の促進の考え方について 

（イ）高齢者、障害者の雇用促進の考え方について 

 

（４）審査結果の通知 

審査結果は、第一次審査、第二次審査ともに応募者全員に文書で通知します。 

 

（５）第二次審査用資料の提出 

   第一次審査通過者は、第二次審査におけるプレゼンテーション用資料の提出を求める場合

があります。詳細は、第一次審査通過者に連絡します。 
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Ⅳ 決定後の手続 

１ 基本協定書・年度協定書  

（１）協定の締結 

区議会の議決を経た後、指定管理者として指定し、教育委員会は指定管理者と協定を締結

します。 

締結する協定書は、指定期間を通した包括的な施設の管理・運営に関する基本的事項を規

定する基本協定書と、年度ごとの管理・運営業務や指定管理料に関する事項を規定する年度

協定書の２種類です。 

 

（２）基本協定書の主な事項 

ア 指定期間 

イ 業務の範囲 

ウ 施設の運営 

エ 施設の維持管理 

オ 教育委員会が支払うべき経費 

カ 保険の加入 

キ 自主事業 

ク 教育委員会と指定管理者の役割分担 

ケ 業務の再委託 

コ 事業計画書、事業報告書等の提出 

サ 業務の引継ぎ 

シ 利用者アンケート実施 

ス モニタリング 

セ 第三者評価 

ソ 緊急時の対応 

タ 環境への配慮 

チ 管理運営業務を行うに当たって保有する個人情報の保護及び関係書類の整理・保管 

ツ 情報セキュリティ 

テ 指定の取消し及び管理業務の停止 

ト 損害賠償 

ナ 権利義務の譲渡の禁止 

ニ 目的外使用の禁止 

ヌ 施設・設備等の原状回復 

ネ 教育委員会と指定管理者の管理責任の分担 

ノ その他教育委員会が必要と認める事項 

 

（３）年度協定書の主な事項 

ア 目的 
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イ 協定の期間 

ウ 指定管理料の額 

エ 指定管理料の支払 

オ 指定管理料の清算 

カ 協議 

 

２ 災害時協定 

（１）協定の締結 

港区内で地震等の災害が発生した際の応急対応を迅速かつ的確に行うため、教育委員会と

指定管理者は災害時協定を締結し、災害時等における役割分担を明確にします。 

（２）災害時協定書の主な事項 

ア 災害の範囲 

イ 区民避難所運営支援業務 

ウ 要請期間及び方法 

エ 協力履行の義務及び免除 

オ 費用負担 

カ 損害補償 

キ 災害時の情報共有 

ク 守秘義務 

ケ 平時からの備え 

コ 協議 

サ 効力 

 

３ 事業計画書及び収支予算書の作成 

（１）事業計画書及び収支予算書の作成 

年間の事業計画書及び収入・支出の概算予算書の提出等 

 

（２）事業報告書及び収支決算書の作成 

教育委員会が指示する事業報告書の提出（毎月の施設利用実績、施設の維持管理業務の実

績等）、収支決算書の提出等 

 

４ 業務の引継ぎ等 

指定管理者は、指定期間開始前の期間内に準備業務を行うものとします。特に利用者にとっ

て円滑に新たな指定管理者への移行を実現するため、教育委員会や関係機関と指定管理者によ

る移行準備を実施してください。 

引継ぎは、指定管理者指定の議決の後、令和６年３月 31 日までに実施してください。 

指定管理者が変更となる場合には、新たな指定管理者は、事業者が交替することにより、利
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用者に不安や影響を与えないよう、入念な引き継ぎに努めてください。 

また、指定期間終了時又は指定の取消しによって管理運営業務が終了する際は、次期指定管

理者が円滑にかつ支障なく業務を遂行できるよう引継ぎ業務を実施してください。 

引継ぎ等にかかる経費は、教育委員会が経費を負担する引継ぎ項目を除き、新たな指定管理

者が負担します。 

※労働環境確保策の一環としての雇用継続の要請について 

新たに指定管理者となる事業者は、当該指定管理の協定締結前から当該業務に従事してい

た職員のうち希望する労働者について、新たに指定管理の協定を締結する事業者による継続

雇用をお願いします。 

 

５ 情報の公表 

（１）応募書類等 

公募時に提出された書類は、理由のいかんを問わず返却しません。申請書類、計画書類等

の著作権は、申請者に帰属します。 

ただし、教育委員会は公表等する場合には、申請書類、計画書類等の内容を無償で使用で

きるものとします。 

なお、申請書類、計画書類等は、港区情報公開条例の規定に基づき、公開請求の対象にな

ります。 

 

（２）選考・選定過程の情報 

指定管理者候補者の選考・選定過程に関する情報（応募書類、選考委員会報告書、公募時

質問項目、選定委員会選定調書、選考委員会会議録・選定委員会会議録等）は、原則公表し

ます。なお、事業者名については、決定事業者のみ公表の対象とします。 

 

（３）指定管理業務に関する情報 

基本協定書、年度協定書、事業計画書等の事業運営に係る書類、第三者評価及び労働環境

モニタリングの結果等、指定管理業務に関する情報は原則公表します。 

 

６ モニタリング等の実施 

（１）モニタリングの実施 

指定管理者は、毎月の業務実績等の報告書を定められた期日までに提出し、教育委員会へ

報告します。教育委員会は報告に基づき施設の運営状況等を確認します。また、指定管理者

に対する月次モニタリングとして、チェックシート等を活用し、施設の運営状況等の把握に

努めます。 

また、指定管理者は、施設利用上の問題等の解決策を検討し、業務を円滑に実施するため、

必要に応じて、情報交換や業務の調整を図る場を設けます。 

このほか、指定管理者は、利用者懇談会などを開催し（おおむね１年間に２回程度）、意

見箱の設置等による利用者等の意見・要望の聴取等、利用者ニーズの把握を行います。 
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教育委員会が行うモニタリングは、月次モニタリング及び年度終了時モニタリング等が

あり、モニタリング等の結果は、指定管理施設検証シートとして取りまとめ、ホームペー

ジで公表します。 

 

（２）第三者評価の実施 

教育委員会は、指定管理者に対し、指定期間の中間年に１回、第三者評価機関又はこれに

類するものによる評価の受審を義務付け、その結果を業務運営の改善指導に活用します。第

三者評価機関との契約は教育委員会が行います。 

 

（３）労働環境モニタリングの実施及び賃金給付状況シートの提出 

教育委員会は、公の施設として利用者の安全・安心の確保をはじめ、区民・利用者サー

ビス維持・向上の観点から、指定期間の２年目に社会保険労務士による労働環境モニタリ

ングを実施します。社会保険労務士との契約は区が行います。 

また、施設で勤務する職員（業務の一部を第三者へ再委託をする場合に施設で勤務する

職員についても含みます。）に支給される賃金について、最低賃金水準額を満たしているか

確認をするため、職種ごとに最も低額の賃金の支給を受けている職員に関する賃金状況給

付シートの提出が必要となります。 

 

（４）監査の実施 

ア 地方自治法第 199 条第７項の規定により、区長又は監査委員が必要と認めるときは、指

定管理者が行う管理業務に係る出納関連の事務について、監査を行うことがあります。 

イ 区では、公正性、透明性をより一層確保するため、平成 13 年度から外部監査人（公認

会計士や弁護士等）による包括外部監査を実施しています。 

公の施設の管理に関する業務に関し、包括外部監査の対象となる場合があります。 

 

７ 指定の取消し等  

（１）指定の取消しと業務の停止 

指定管理者が次のいずれかに該当する場合は、指定の取消し又は業務の停止を命じること

があります。その場合において、指定管理者に損害が生じても、教育委員会はその賠償の責

めを負いません。 

ア 指定管理者がⅢ-１-（１）に該当しなくなったとき 

イ 教育委員会が行う施設への実地調査に応じず、又は虚偽の報告をし、若しくは調査を妨

げたとき 

ウ 実地調査の結果に基づく教育委員会の指示に、正当な理由なく従わないとき。 

  エ 経営状況が悪化し、管理運営を継続することが著しく困難となったとき 

  オ 協定に違反したとき 

カ 応募書類の内容に虚偽があることが判明したとき 

キ 違法行為や非行行為に関与するなど、当該指定管理者に管理業務を行わせておくことが 

社会通念上不適当と判断されるとき 
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  ク その他指定管理者の責めに帰すべき事由により、事業の継続が困難となったとき 

  ケ 指定管理者から協定解除の申出があり、その理由を合理的なものと認めたとき 

コ 災害時協定に基づく区民避難所運営支援業務を実施するため、指定管理業務の継続が困

難になったとき 

  サ 不可抗力の事由により、業務の継続が困難になったとき 

 

（２）事業の継続が困難となった場合の措置 

  ア 事業の継続が困難となり、指定が取り消される場合でも、次の指定管理者が円滑かつ支

障なく施設の管理運営業務を遂行できるよう、適切な引継ぎを行わなければなりません。 

イ 不可抗力等、指定管理者の責めに帰すことのできない事由により事業の継続が困難とな

った場合は、管理継続の可否について協議することとします。 

 

 

問合せ先 

〒１０８－８５１１ 港区芝公園１丁目５番２５号 港区教育委員会事務局 

① 令和５年３月 31 日まで 

教育推進部教育長室教育総務係 担当 本城・藤井・刀坂・榮 

ＴＥＬ：０３－３５７８－２７１１ 

メールアドレス：minato07@city.minato.tokyo.jp 

② 令和５年４月１日以降 

教育推進部生涯学習スポーツ振興課スポーツ振興係 

ＴＥＬ：０３－３５７８－２７５０ 

メールアドレス：minato31@city.minato.tokyo.jp 
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